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   令令和和７７年年度度  全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査  解解説説資資料料ににつついいてて 

    目目的的   

本資料は、令和７年度全国学力・学習状況調査の実施後、各教育委員会や学校が速やかに
児童生徒の学力や学習の状況、課題等を把握するとともに、それらを踏まえて調査対象学年
及び他の学年の児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てることができる
ように作成したものです。 

    特特徴徴   

 

「教科に関する調査」の各問題について、学習指導の改善・充実を図るための情報を

盛り込んでいます。 

「教科に関する調査」の各問題について、出題の趣旨、学習指導要領における区分・内容、
解答類型、正答や予想される解答の解説、学習指導の改善・充実を図るための情報等を記述
しています。 

 

全ての先生が、学習指導の改善・充実に活用できるものを目指して作成しています。 

本調査は、小学校においては第５学年まで、中学校においては第２学年までに、十分に身
に付け、活用できるようにしておくべきと考えられる内容を出題していますので、調査の対
象学年だけではなく、全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考とすることが
できます。各問題の「学習指導要領における区分・内容」には、該当する学年を示していま
すので、学校全体で組織的・継続的な取組を展開する際に活用できます。 

 

調査実施後、すぐに活用できるように作成しています。 

調査結果が出る前の段階から、調査問題を日々の学習指導の改善・充実を図る際に役立て
ることができるように作成しています。 

※調査結果を公表する際、調査結果から見られた課題の有無や誤答の分析、学習指導の改善・

充実を図る際のポイント等を示した「報告書」を作成します。 

 

 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けています。 

本調査では、児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるように、設定
する条件等に即して解答を分類、整理した「解答類型」を設けています。 
 「解答類型について」で、つまずきの分析ができるように解答類型の説明をしています。
正誤だけではなく、一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目して、学
習指導の改善・充実を図ることができます。 

 

関連する過去の資料も活用できるように作成しています。 

関連する過去の調査の解説資料や報告書等の該当ページも記載しています。 
学習指導の改善・充実を図る際は、これらの資料も併せて活用すると一層効果的です。 
※過去の解説資料・報告書等は、国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることができます。

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

 

    本本資資料料のの活活用用にに当当たたっってて    

ⅠⅠ  調調査査問問題題作作成成にに当当たたっってて 

調査問題作成の基本理念、調査問題作成の枠組みについて解説しています。 

ⅡⅡ  調調査査問問題題一一覧覧表表 

問題の概要、出題の趣旨、関係する学習指導要領の区分・内容、評価の観点、問題形式を

一覧表にまとめています。 
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ⅢⅢ  調調査査問問題題のの解解説説 

調査問題について、出題の趣旨、解説（学習指導要領における区分・内容、解答類型）等

を記述しています。（問題によっては、記述のない項目もあります。） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜解答類型＞  児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう

に、設定する条件等に即して解答を分類、整理したものです。解答例を
示すとともに、必要に応じて「正答について」の解説を加えていますの
で、児童生徒一人一人の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に
着目した学習指導の改善・充実を図る際に活用することができます。 

 

＜ 正  答 ＞  「◎」…解答として求める条件を全て満たしている正答 
          「○」…問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答 
                      
＜類型番号＞ 類型１～38（最大） ･･･ 正答・予想される解答 

（複数の類型が正答となる問題もある） 

 類型 99 ･･･ 「上記以外の解答」 

（類型１～38 までに含まれない解答） 

 類型０ ･･･ 「無解答」（解答の記入のないもの） 

  
 

 

 

 

 

 

＊ 児童生徒一人一人の解答状況を把握するために 

※図はイメージです。

 
調査問題を縮小して掲載しています。 

 

 

 

１．出題の趣旨 
 問題ごとに出題の意図、把握しよ
うとする力、場面設定などについて
記述しています。 

２．解説 

趣旨 
問題ごとの出題の意図、把握しよ 

 うとする力などを示しています。 

■学習指導要領における区分・内容 
調査対象学年及び他の学年の児童 

生徒への学習指導の改善・充実を図 
る際に参考となるように、関係する 
学習指導要領における区分・内容を 
示しています。 

■評価の観点 
問題に関係する評価の観点を示し 

ています。 

解答類型（下欄の＊を参照） 
 児童生徒一人一人の解答状況を把 
握することができるように、問題に 
おける解答類型を示しています。 
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ⅣⅣ  解解答答用用紙紙（（  正正答答（（例例）））） 

調査問題の解答用紙に正答（例）を記述したものを掲載しています。 

ⅤⅤ  点点字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

点字問題の一部を、当該問題の解答類型及び作成に当たって配慮した点などとともに掲載
しています。 

ⅥⅥ  拡拡大大文文字字問問題題（（抜抜粋粋）） 

拡大文字問題の一部を、当該問題の通常問題及び作成に当たって配慮した点などとともに
掲載しています。 

 

※本資料では、以下の資料については略称を用いています。 
資料 略称 

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」 
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】報告書」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】解説資料」 

「令和○年度 全国学力・学習状況調査  報告書 ○学校 ○○」 「令和○年度【○学校】報告書」 
 

※図はイメージです。

３．本問で取り扱った観察、実験など 

  本問で取り扱った観察、実験な 

どの内容や方法、必要となる材料、  

実際に行う際の留意点等を記述し 

ています。 

 

■正答について 
正答についての解説を記述してい 

ます。 

■解答類型について 
予想される解答から、身に付いて 

いる力や考えられるつまずき等を記 
述しています。 
 

（参考） 

  過去の関連する問題、解説資料、 

報告書等を記載しています。 

※平成 24 年度から平成 30 年度の調査問題

は、学習指導要領（平成 20 年告示）の目

標及び内容に基づき作成されています。 

４．出典等 

  著作物からの出題の場合に、出典 

及び著作権者等について示していま 

 す。また、問題作成に当たって参考 

 としたものについても示しています。 
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Ⅰ  小学校理科の調査問題作成に当たって

小学校理科の調査問題作成に当たって 

 

１ 調査問題作成の基本理念について 

 「全国的な学力調査の今後の改善方策について（まとめ）」（平成 29年３月）では、「全国学

力・学習状況調査の調査問題については、新しい学習指導要領が求める育成を目指す資質・能力

を踏まえ、それを教育委員会や学校に対して、具体的なメッセージとして示すものとなるよう検

討を進める。」としている。 

 平成 29 年３月に公示された小学校学習指導要領（平成 29 年告示。以下「学習指導要領」とい

う。）は、教科等の目標や内容について、生きて働く「知識及び技能」、未知の状況にも対応で

きる「思考力、判断力、表現力等」、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人

間性等」という三つの柱に基づいて再整理されており、これらの資質・能力の三つの柱は相互に

関係し合いながら育成されるものという考え方に立っている。 

 平成 31 年度（令和元年度）以降の調査問題では、こうした学習指導要領の考え方への各教育委

員会や各学校の理解を促すため、それまでの「主として『知識』に関する問題」と「主として『活

用』に関する問題」に区分するといった整理を見直して、一体的に調査問題を構成することとし

た。 

 なお、「全国的な学力調査の具体的な実施方法等について（報告）」（平成 18年４月）では、具

体的な調査問題の作成に当たって、「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる

基盤的な事項を具体的に示すものであり、教員による指導改善や、児童生徒の学習改善・学習意

欲の向上などに役立つとの視点が重要である」としていることにも留意する必要がある。 

 以上の点等を踏まえ、本調査の調査問題は、国際的な学力調査の考え方や調査結果及び課題等

も考慮しつつ、学習指導要領に示された理科の目標及び内容等に基づいて作成することを基本とし

た。 

 理科の調査については、全国的な学力調査の在り方等の検討に関する専門家会議がまとめた「平

成 23年度以降の全国的な学力調査の在り方に関する検討のまとめ」（平成 23年３月）を踏まえ、

平成 24 年度調査から、おおむね３年に一度実施している。 

 

２ 調査問題作成の枠組み 

（１）出題の範囲と評価の観点について 

出題の範囲として、学習指導要領に示された目標及び内容などに基づき、「Ａ物質・エネ

ルギー」、「Ｂ生命・地球」の二つの内容区分から「エネルギー」、「粒子」、「生命」、

「地球」などの科学の基本的な概念等を柱とした内容をバランスよく出題することとした。

なお、小学校第５学年までの内容となるようにしている。 

また、評価の観点については、「知識・技能」、「思考・判断・表現」に関わるものを出

題した。 

 

（２）調査問題について 

令和７年度調査問題は、上記の問題作成の基本理念に沿って、「知識」、「技能」、「分

析・解釈」、「構想」、「検討・改善」を枠組みの視点として位置付けて出題した。小学校

学習指導要領（平成 29 年告示）解説理科編では、小学校理科の内容の改善において、「小学

校、中学校、高等学校の一貫性に十分配慮するとともに、育成を目指す資質・能力、内容の

系統性の確保、国際的な教育の流れなどにも考慮して内容の改善及び充実を図った」と記さ

れている。そこで、令和４年度調査において、小学校理科と中学校理科の調査問題作成の枠

組みについては、統一を図った。 
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次の表１は、小学校理科の調査問題作成の枠組みを示したものである。 

 

表１ 評価の観点と問題作成の枠組み 

評 価 の 観 点 視 点 視 点 に つ い て 

知 識 ・ 技 能 
知 識

 ・理科に関する基本的な概念などについて 

「知識」として問うもの 

技 能 ・理科に関する観察、実験などの 

「技能」について問うもの 

思考・判断・表現 

分析・解釈
 ・理科に関する 

「分析・解釈」することを問うもの 

構 想
 ・理科に関する 

「構想」することを問うもの 

検討・改善
 ・理科に関する 

「検討・改善」することを問うもの 

 

「知識」を視点とする問題は、「エネルギー｣、「粒子｣、「生命｣、「地球」についての科

学の基本的な概念等を柱とした内容における知識を理解しているかどうかを問うものであ

る。ここでは、自らの問題意識に支えられ、見通しをもった問題解決に取り組むことにより

習得した、事実的な知識を身に付けているかどうかをみる。また、事実的な知識を既有の知

識と関係付けたり活用したりする中で概念的に理解しているかどうかをみる。 

「技能」を視点とする問題は、「エネルギー｣、「粒子｣、「生命｣、「地球」についての科

学の基本的な概念等を柱とした内容における知識を理解する際に必要な、観察、実験などに

関する基本的な技能を習得しているかどうかを問うものである。ここでは、自らの問題意識

に支えられ、見通しをもって問題解決に取り組むことにより習得した、器具や機器などの名

称を理解していることや、器具や機器などを選択し、正しい扱い方を身に付けているかどう

かをみる。また、観察、実験などの過程や結果を適切に記録することができるかどうかをみ

る。 

「分析・解釈」を視点とする問題は、自然の事物・現象に働きかけることで得られた様々

な情報について、要因や根拠を見いだすことや、観察、実験などの結果について、その傾向

を見いだしたり、考察したりすることができるかどうかを問うものである。ここでは、自然

の事物・現象について、気付きなどから得られた視点を基に、分析して、解釈し、そこから

得た差異点や共通点を基に、問題を見いだすことや、観察、実験などから得られた結果につ

いて、解決する問題や、予想や仮説などを基に、分析して、解釈し、結論を導きだすなど、

自分の考えをもつことができるかどうかをみる。 

「構想」を視点とする問題は、見いだした問題を解決するために、自然の事物・現象に影

響を与えると考える要因を予想し、どの要因が影響を与えるのかを調べる方法を考えること

や、予想が確かめられた場合に得られる結果を見通すことができるかどうかを問うものであ

る。ここでは、問題を解決するまでの道筋を構想し、根拠のある予想や仮説を発想したり、

解決の方法を発想したりするなど、自分の考えをもつことができるかどうかをみる。 

「検討・改善」を視点とする問題は、自分の考えた理由やそれを支える証拠に立脚しなが

ら主張したり、他者の考えを認識し、多様な観点からその妥当性や信頼性を吟味したりする

ことなどにより、自分の考えや他者の考えを批判的に捉え、多様な視点から見直すことや、

振り返ることができるかどうかを問うものである。ここでは、問題解決の各過程における自

分の考えや他者の考えについて、検討して、改善し、その考えをより科学的なものに変容さ

せるなど、自分の考えをもつことができるかどうかをみる。 
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次の表１は、小学校理科の調査問題作成の枠組みを示したものである。 

 

表１ 評価の観点と問題作成の枠組み 

評 価 の 観 点 視 点 視 点 に つ い て 

知 識 ・ 技 能 
知 識

 ・理科に関する基本的な概念などについて 

「知識」として問うもの 

技 能 ・理科に関する観察、実験などの 

「技能」について問うもの 

思考・判断・表現 

分析・解釈
 ・理科に関する 

「分析・解釈」することを問うもの 

構 想
 ・理科に関する 

「構想」することを問うもの 

検討・改善
 ・理科に関する 

「検討・改善」することを問うもの 

 

「知識」を視点とする問題は、「エネルギー｣、「粒子｣、「生命｣、「地球」についての科

学の基本的な概念等を柱とした内容における知識を理解しているかどうかを問うものであ

る。ここでは、自らの問題意識に支えられ、見通しをもった問題解決に取り組むことにより

習得した、事実的な知識を身に付けているかどうかをみる。また、事実的な知識を既有の知

識と関係付けたり活用したりする中で概念的に理解しているかどうかをみる。 

「技能」を視点とする問題は、「エネルギー｣、「粒子｣、「生命｣、「地球」についての科

学の基本的な概念等を柱とした内容における知識を理解する際に必要な、観察、実験などに

関する基本的な技能を習得しているかどうかを問うものである。ここでは、自らの問題意識

に支えられ、見通しをもって問題解決に取り組むことにより習得した、器具や機器などの名

称を理解していることや、器具や機器などを選択し、正しい扱い方を身に付けているかどう

かをみる。また、観察、実験などの過程や結果を適切に記録することができるかどうかをみ

る。 

「分析・解釈」を視点とする問題は、自然の事物・現象に働きかけることで得られた様々

な情報について、要因や根拠を見いだすことや、観察、実験などの結果について、その傾向

を見いだしたり、考察したりすることができるかどうかを問うものである。ここでは、自然

の事物・現象について、気付きなどから得られた視点を基に、分析して、解釈し、そこから

得た差異点や共通点を基に、問題を見いだすことや、観察、実験などから得られた結果につ

いて、解決する問題や、予想や仮説などを基に、分析して、解釈し、結論を導きだすなど、

自分の考えをもつことができるかどうかをみる。 

「構想」を視点とする問題は、見いだした問題を解決するために、自然の事物・現象に影

響を与えると考える要因を予想し、どの要因が影響を与えるのかを調べる方法を考えること

や、予想が確かめられた場合に得られる結果を見通すことができるかどうかを問うものであ

る。ここでは、問題を解決するまでの道筋を構想し、根拠のある予想や仮説を発想したり、

解決の方法を発想したりするなど、自分の考えをもつことができるかどうかをみる。 

「検討・改善」を視点とする問題は、自分の考えた理由やそれを支える証拠に立脚しなが

ら主張したり、他者の考えを認識し、多様な観点からその妥当性や信頼性を吟味したりする

ことなどにより、自分の考えや他者の考えを批判的に捉え、多様な視点から見直すことや、

振り返ることができるかどうかを問うものである。ここでは、問題解決の各過程における自

分の考えや他者の考えについて、検討して、改善し、その考えをより科学的なものに変容さ

せるなど、自分の考えをもつことができるかどうかをみる。 

 

（３）問題形式について

問題の形式は、選択式、短答式、記述式の３種類としている。

小学校理科では、児童が自然の事物・現象に親しむ中で興味・関心をもち、そこから問題

を見いだし、予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現することや、観察、実験などを

行い、得られた結果を基に考察し、表現することが求められている。また、科学的な言葉や

概念を使用して考えたり、説明したりすることも求められている。このことを踏まえて、本

調査問題では、記述式の問題を一定の割合で導入することとした。 

◆点字問題、拡大文字問題、ルビ振り問題の作成について

本調査では、視覚障害等のある児童生徒及び日本語指導が必要な児童生徒等に配慮した 

調査問題（点字問題、拡大文字問題、ルビ振り問題）を作成している。 

点字問題では、全体を点訳するとともに、点字による図版等の認知に伴う負担等を考慮し、

図版等の情報の精査（グラフを表にしたり、記述による説明に替えたりするなど）を行ったり、  

出題の趣旨を踏まえた上で、出題形式の変更や代替問題の作成を行ったりするなどの配慮  

を行っている。 

拡大文字問題では、対象となる児童生徒の見え方やそれに伴う負担等を考慮し、文字や 

図版等を拡大するとともに、文字のフォントや図版等の線の太さ・濃さ、コントラスト、  

レイアウト等を変更するなどの配慮を行っている。
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Ⅱ 調 査 問 題 一 覧 表
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「

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
柱
と
す
る
領
域

「

　
粒
　
子
　
」

を
柱
と
す
る
領
域

「

　
生
　
命
　
」

を
柱
と
す
る
領
域

「

　
地
　
球
　
」

を
柱
と
す
る
領
域

(1)

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込む時間
の違いを調べる実験の条件について、コップ
Aの土の量と水の量から、コップBの条件を
書く

赤玉土の粒の大きさによる水のし
み込み方の違いについて、赤玉土
の量と水の量を正しく設定した実
験の方法を発想し、表現すること
ができるかどうかをみる

4B
(3)
ア

(ｲ)※

○ ○

(2)
赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の
違いをまとめたわけについて、結果を用いて
書く

赤玉土の粒の大きさによる水のし
み込み方の違いについて、結果を
基に結論を導いた理由を表現する
ことができるかどうかをみる

4B
(3)
ア

(ｲ)※

○ ○

(3)
【結果】や【問題に対するまとめ】から、中
くらいの粒の赤玉土に水がしみ込む時間を予
想し、予想した理由とともに選ぶ

赤玉土の粒の大きさによる水のし
み込み方の違いについて、【結
果】や【問題に対するまとめ】を
基に、他の条件での結果を予想し
て、表現することができるかどう
かをみる

4B
(3)
ア

(ｲ)※

○ ○

(1)
アルミニウム、鉄、銅について、電気を通す
か、磁石に引き付けられるか、それぞれの性
質に当てはまるものを選ぶ

身の回りの金属について、電気を
通す物、磁石に引き付けられる物
があることの知識が身に付いてい
るかどうかをみる

3A
(5)
ア
(ｲ)

3A
(4)
ア
(ｱ)

○ ○

(2)
電気を通す物と通さない物でできた人形につ
いて、人形Aの剣を人形Bに当てたときだ
け、ベルが鳴る回路を選ぶ

電気の回路のつくり方について、
実験の方法を発想し、表現するこ
とができるかどうかをみる

3A
(5)
ア

(ｱ)※
(ｲ)※

○ ○

(3)
ベルをたたく装置の電磁石について、電流が
つくる磁力を強めるため、コイルの巻数の変
え方を書く

電流がつくる磁力について、電磁
石の強さは巻数によって変わるこ
との知識が身に付いているかどう
かをみる

5A
(3)
ア
(ｲ)

○ ○

(4)
乾電池２個のつなぎ方について、直列につな
ぎ、電磁石を強くできるものを選ぶ

乾電池のつなぎ方について、直列
つなぎに関する知識が身に付いて
いるかどうかをみる

4A
(3)
ア
(ｱ)

○ ○

1

2

※本設問において、思考力、判断力、表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

A区分 B区分
知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式

短

答

式

調査問題一覧表【小学校理科】

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の
区分・領域

評価の観点 問題形式

記

述

式
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「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
柱
と
す
る
領
域

「
　
粒
　
子
　
」
を
柱
と
す
る
領
域

「
　
生
　
命
　
」
を
柱
と
す
る
領
域

「
　
地
　
球
　
」
を
柱
と
す
る
領
域

(1)
ヘチマの花のおしべとめしべについて選び、
受粉について書く

ヘチマの花のつくりや受粉につい
ての知識が身に付いているかどう
かをみる

5B
(1)
ア
(ｴ)

○ ○ ○

(2)
ヘチマの花粉を顕微鏡で観察するとき、適切
な像にするための顕微鏡の操作を選ぶ

顕微鏡を操作し、適切な像にする
ための技能が身に付いているかど
うかをみる

5B
(1)
ア

○ ○

(3)
ヘチマの種子が発芽する条件を調べる実験に
おいて、条件を制御した解決の方法を選ぶ

発芽するために必要な条件につい
て、実験の条件を制御した解決の
方法を発想し、表現することがで
きるかどうかをみる

5B
(1)
ア

(ｲ)※

○ ○

(4)
レタスの種子の発芽の結果から、てるみさん
の気付きを基に、見いだした問題について書
く

レタスの種子の発芽の条件につい
て、差異点や共通点を基に、新た
な問題を見いだし、表現すること
ができるかどうかをみる

5B
(1)
イ

○ ○

(1)
水の温まり方について、問題に対するまとめ
をいうために、調べる必要があることについ
て書く

水の温まり方について、問題に対
するまとめを導きだす際、解決す
るための観察、実験の方法が適切
であったかを検討し、表現するこ
とができるかどうかをみる

4A
(2)
ア

(ｲ)※

○ ○

(2)
イウ

水の蒸発について、温度によって水の状態が
変化するという知識と関連付け、適切に説明
しているものを選ぶ

水の蒸発について、温度によって
水の状態が変化するという知識を
基に、概念的に理解しているかど
うかをみる

4A
(2)
ア
(ｳ)

4B
(4)
ア
(ｲ)

○ ○

(2)
エオ

水の結露について、温度によって水の状態が
変化するという知識と関連付け、適切に説明
しているものを選ぶ

水の結露について、温度によって
水の状態が変化するという知識を
基に、概念的に理解しているかど
うかをみる

4A
(2)
ア
(ｳ)

4B
(4)
ア
(ｲ)

○ ○

(3)
カ

海にある氷がとけることについて、水が氷に
変わる温度を根拠に予想しているものを選ぶ

水が氷に変わる温度を根拠に、オ
ホーツク海の氷の面積が減少した
理由を予想し、表現することがで
きるかどうかをみる

4A
(2)
ア

(ｳ)※

○ ○

(3)
キ

水が陸から海へ流れていくことについて、水
の行方と関連付けているものを選ぶ

氷がとけてできた水が海に流れて
いくことの根拠について、理科で
学習したことと関連付けて、知識
を概念的に理解しているかどうか
をみる

4B
(3)
ア
(ｱ)

○ ○

(3)
ク

海面水位の上昇について、水の温度による体
積の変化を根拠に予想しているものを選ぶ

「水は温まると体積が増える」を
根拠に、海面水位の上昇した理由
を予想し、表現することができる
かどうかをみる

4A
(2)
ア

(ｱ)※

○ ○

※本設問において、思考力、判断力、表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

A区分 B区分

3

4

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の
区分・領域

評価の観点 問題形式
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Ⅲ 調 査 問 題 の 解 説

（出題の趣旨、解説、解答類型等）
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理科１ 赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違い（地球に関する問題） 
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１．出題の趣旨 

 

 

本問題では、学校の花壇に入れた赤玉土を見て、気付いたことを話し合う中で、理科の学習

内容を基に粒の大きさや水のしみ込む時間に違いがあることに気付き、科学的に探究し、問題

を解決していく学習場面を設定した。 

設問（1）は、赤玉土の「粒の大きさ」による水のしみ込む時間の違いを調べる実験の条件に

ついて、コップＡの「赤玉土の量」と「水の量」から、コップＢの「赤玉土の量」と「水の量」

の条件を同じにして観察、実験ができるかを問うものである。ここでは、【問題】を解決する  

ための【方法】を発想し、条件を正しく設定しながら調べることが求められる。本設問にある

ように、実験の方法を発想し、表現するには、予想や仮説を基に制御すべき要因と制御しない  

要因を区別することが大切である。そのため、変える条件や変えない条件を整理しながら、  

実験の方法を考えることの重要性について意識して授業を改善することが大切であると考え 

られる。 

設問（2）は、赤玉土の「粒の大きさ」による水のしみ込み方の違いをまとめたわけについて、

【結果】を用いて表現することができるかを問うものである。ここでは、赤玉土の「粒の大きさ」

による水のしみ込み方の違いについて、【結果】を基に考察し、その理由を表現できることが  

求められる。本設問にあるように、【問題に対するまとめ】を導くには、【結果】を基に考察する

ことが大切である。そのため、考察する際、結論の根拠は何かを考えることの重要性について意

識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（3）は、【結果】や【問題に対するまとめ】から、中くらいの粒の赤玉土に水がしみ込む    

時間を予想し、予想した理由とともに【考えられる時間】を選択することができるかを問うもので  

ある。ここでは、赤玉土の「粒の大きさ」による水のしみ込み方の違いについて、他の条件での

予想を発想し、【考えられる時間を選んだ理由】を思考して、表現することが求められる。本設問

にあるように、科学的な根拠のある予想を発想するには、その事象が起こる理由を思考して、  

表現することが大切である。そのため、一つの問題を解決するだけにとどまらず、獲得した  

知識を基に、科学的な根拠のある予想をし、問題を解決することの重要性について意識して授業

を改善することが大切であると考えられる。 

  

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、解決するための実験の方法を

発想したり、結果を基に考察したりしながら、問題を解決できるかどうかをみる。 
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２．解説 

 設問（1） 

趣旨 

  

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球  

   (3) 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｲ）水のしみ込み方は、土の粒の大きさによって違いがあること。 

 

■評価の観点 

思考・判断・表現 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

１ （1） （正答の条件） 

 赤玉土の量（ア）と水の量（イ）について、いずれも正しい数値を記述している。 

（正答） ア 300  イ 250 

 

１  ア、イ のいずれも正しい数値を記述しているもの ◎ 

２ ア のみ正しい数値を記述しているもの  

３ イ のみ正しい数値を記述しているもの  

99  上記以外の解答  

０  無解答  

 

  

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土の量と水の量を  

正しく設定した実験の方法を発想し、表現することができるかどうかをみる。 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、「赤玉土の量」を 300mL、「水の量」を 250mL と指摘している。条件を     

正しく設定した観察、実験では、変える条件を１つの要因にし、残りの要因を変えない条件と

して、制御した実験を計画することが大切である。このことから、水のしみ込み方について、

「つぶの大きさ」を変える条件とし、「赤玉土の量」と「水の量」を変えない条件として    

正しく設定した実験の方法を発想し、表現することができていると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、「赤玉土の量」を 300mL と指摘しているが、「水の量」を 250mL 以外の

量と指摘している。「つぶの大きさ」を変える条件として正しく設定した実験の方法を発想 

するため、「赤玉土の量」を変えない条件とすることは理解できているが、「水の量」を変え

ない条件とすることが理解できていないと考えられる。このことから、変える条件と変えな

い条件を正しく設定した実験の方法を発想し、表現することに課題があると考えられる。 

 

 ○ 【解答類型３】は、「水の量」を 250mL と指摘しているが、「赤玉土の量」を 300mL 以外の

量と指摘している。「つぶの大きさ」を変える条件として正しく設定した実験の方法を発想 

するため、「水の量」を変えない条件とすることは理解できているが、「赤玉土の量」を変え

ない条件とすることが理解できていないと考えられる。このことから、変える条件と変えな

い条件を正しく設定した実験の方法を発想し、表現することに課題があると考えられる。 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 27 年 

１(1) 

振り子が１往復する時間を変える要因を調べる

ため適切に条件を変えた振り子を選ぶ 
77.8％ pp.14-16 pp.22-24 

平成 24 年 

３(4) 
電磁石の強さを変えるための実験条件を書く 50.8％ pp.46-49 pp.330-333 
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 設問（2） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 

   (3) 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｲ）水のしみ込み方は、土の粒の大きさによって違いがあること。 

 

■評価の観点 

思考・判断・表現 

 

■枠組み（視点） 

分析・解釈 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

１ 

 

 

 

 

  

（2） （正答の条件） 

次の①、②を全て記述して、妥当な考えを表現している。 

① コップＡ、コップＢでの水のしみ込む時間を数値で記述しているもの 

② それぞれのしみ込む時間を比較し、結論を導いた理由を記述しているもの 

（正答例） 

水のしみ込む時間は、コップＡは３秒から４秒で、コップＢは 10 秒から 11 秒

だったので、小さいつぶの方が長かったから。 

 

１  ①、②を全て記述しているもの ◎ 

２ ①を記述し、②を記述していないもの ○ 

３ ②を記述し、①を記述していないもの ○ 

４ 
「水がしみ込む時間がちがった」という結果を用いず、まとめと同じ趣旨で

記述しているもの 
 

99  上記以外の解答  

０  無解答  

 

  

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、結果を基に結論を導いた 

理由を表現することができるかどうかをみる。 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、コップＡ、コップＢにおける赤玉土に水がしみ込む時間についてそれ

ぞれ示し、そのしみ込む時間を比較して、そのように考えた理由を記述している。このこと

から、水のしみ込み方について【結果】を基に考察し、【問題に対するまとめ】の理由を適切

に表現することができていると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、コップＡ、コップＢにおける赤玉土に水がしみ込む時間についてそれ

ぞれ示しているが、そのしみ込む時間を比較して、そのように考えた理由を記述していない。

このことから、【結果】を記述しているのみであり、【結果】を比較した内容を根拠に、【問題

に対するまとめ】の理由を適切に表現することに課題があると考えられる。 

 

 

○ 【解答類型３】は、コップＡ、コップＢにおける赤玉土に水がしみ込む時間について、それ

ぞれの時間を比較して、そのように考えた理由について記述しているが、その理由の根拠  

となるそれぞれの水のしみ込む時間を記述していない。このことから、水のしみ込み方に  

ついて、【結果】を根拠にその数値を比較して考察していると考えられるが、【結果】の数値

等で具体的に示して【問題に対するまとめ】の理由を適切に表現することに課題があると  

考えられる。 

 

 

○ 【解答類型４】は、【問題に対するまとめ】の理由について、【結果】を根拠として用いず、

【問題に対するまとめ】と同じ趣旨を記述している。このことから、水のしみ込み方について、

【結果】を根拠にその数値を比較して考察し、【結果】の数値等で具体的に示して【問題に  

対するまとめ】の理由を適切に表現することに課題があると考えられる。 

 

  

（例）水のしみ込む時間は、コップＡは約４秒、コップＢは約 11 秒だったから。 

（例）水がしみ込む時間は、小さいつぶが長かったから。 

（例）水のしみ込み方は、赤玉土の大きさによって、ちがいがあるから。 
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（参考） 

○関連する問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 27 年 

１(3) 

振り子時計の軸に用いる適切な金属を選び、選んだ

わけを書く 
63.0％ pp.19-21 pp.27-29 

平成 27 年 

３(6) 

水の温度と砂糖が水に溶ける量との関係のグラフ

から、水の温度が下がったときに出てくる砂糖の

量を選び、選んだわけを書く 

29.2％ pp.50-53 pp.57-60 

平成 30 年 

２(3) 

一度に流す水の量と棒の様子との関係から、大雨

が降って流れる水の量が増えた時の地面の削られ方

を選び、選んだわけを書く 

20.2％ pp.29-35 pp.35-38 

令和４年 

３(4) 

問題に対するまとめから、その根拠を実験の結果

を基にして書く 
35.3％ pp.51-54 pp.56-57 

 

○令和７年度 中学校理科 調査問題 と内容を同一とする問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

令和７年 

１(3) 

露頭のどの位置から水が染み出るかを観察する

場面において、地層に関する知識及び技能を 

関連付けて、地層を構成する粒の大きさとすき間

の大きさに着目して分析して解釈できるかどうか

をみる 

 pp.18-19  
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 設問（3） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (3) 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｲ）水のしみ込み方は、土の粒の大きさによって違いがあること。 

 

■評価の観点 

思考・判断・表現 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

１ （3） １  【考えられる時間】１ 【考えられる時間を選んだ理由】４ と解答しているもの  

２  【考えられる時間】１ 【考えられる時間を選んだ理由】５ と解答しているもの  

３  【考えられる時間】１ 【考えられる時間を選んだ理由】６ と解答しているもの  

４  【考えられる時間】２ 【考えられる時間を選んだ理由】４ と解答しているもの  

５  【考えられる時間】２ 【考えられる時間を選んだ理由】５ と解答しているもの  

６  【考えられる時間】２ 【考えられる時間を選んだ理由】６ と解答しているもの ◎ 

７  【考えられる時間】３ 【考えられる時間を選んだ理由】４ と解答しているもの  

８  【考えられる時間】３ 【考えられる時間を選んだ理由】５ と解答しているもの  

９  【考えられる時間】３ 【考えられる時間を選んだ理由】６ と解答しているもの  

99  上記以外の解答  

０  無解答  

 

■解答類型について 

〇 【解答類型１】は、しみ込む時間を３秒より短いとし、その理由を大きい粒の赤玉土より

時間がかからないからと指摘している。【結果】から「中くらいのつぶ」の大きさでは、 

「大きいつぶ」より粒の大きさが大きいと捉えている。このことから、粒の大きさを比較

することに課題があると考えられる。 

 

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、【結果】や【問題に対する 

まとめ】を基に、他の条件での結果を予想して、表現することができるかどうかをみる。 
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○ 【解答類型２】は、しみ込む時間を３秒より短いとし、その理由を小さい粒の赤玉土より

時間がかかるからと指摘している。【結果】を基に、粒の大きさとしみ込む時間の関係に 

ついて捉えられていない。このことから、【結果】から論理的に考え、適切に表現すること

に課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型３】は、しみ込む時間を３秒より短いとし、その理由を大きい粒の赤玉土より

時間がかかり、小さい粒の赤玉土より時間がかからないからと指摘している。【結果】から、

【考えられる時間を選んだ理由】は適切に捉えているが、【考えられる時間】については 

５秒から９秒の間になることを適切に捉えられていない。このことから、「中くらいのつぶ」

の大きさでの結果を予想することに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、しみ込む時間を５秒から９秒の間とし、その理由を大きい粒の赤玉土

より時間がかからないからと指摘している。【結果】から、【考えられる時間】については

「大きいつぶ」と「小さいつぶ」の間になることを適切に捉えているが、【考えられる時間

を選んだ理由】については粒の大きさとしみ込む時間の関係について適切に捉えられてい 

ない。このことから、予想からその理由を表現することに課題があると考えられる。 

 

〇 【解答類型５】は、しみ込む時間を５秒から９秒の間とし、その理由を小さい粒の赤玉土

より時間がかかるからと指摘している。【結果】から、【考えられる時間】については      

「大きいつぶ」と「小さいつぶ」の間になることを適切に捉えているが、【考えられる時間

を選んだ理由】については粒の大きさとしみ込む時間の関係について適切に捉えられてい 

ない。このことから、予想からその理由を表現することに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型６】は、しみ込む時間を５秒から９秒の間とし、その理由を大きい粒の赤玉土

より時間がかかり、小さい粒の赤玉土より時間がかからないからと指摘している。【結果】

から、粒の大きさとしみ込む時間の関係を適切に捉えている。このことから、「中くらいの

つぶ」の大きさでの結果を予想して、表現できていると考えられる。 

 

○ 【解答類型７】は、しみ込む時間を11秒より長いとし、その理由を大きい粒の赤玉土より

時間がかからないからと指摘している。【結果】を基に、粒の大きさとしみ込む時間の関係

について捉えられていない。このことから、【結果】から論理的に考え、適切に表現することに

課題があると考えられる。 

 

〇 【解答類型８】は、しみ込む時間を11秒より長いとし、その理由を小さい粒の赤玉土より

時間がかかるからと指摘している。【結果】から、「中くらいのつぶ」の大きさでは、「小さい

つぶ」より粒の大きさが小さいと捉えている。このことから、粒の大きさを比較すること

に課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型９】は、しみ込む時間を11秒より長いとし、その理由を大きい粒の赤玉土より

時間がかかり、小さい粒の赤玉土より時間がかからないからと指摘している。【結果】から、

【考えられる時間を選んだ理由】は適切に捉えているが、【考えられる時間】については 

５秒から９秒の間になることを適切に捉えられていない。このことから、「中くらいのつぶ」

の大きさでの結果を予想することに課題があると考えられる。 
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３．本設問で取り扱った観察、実験など 

○赤玉土の粒の大きさによる、水のしみ込む時間の違いを調べる 

★使用器具・材料について 

プラスチックコップ、赤玉土（大粒、中粒、小粒）、受け皿、ビーカー、水、 

ストップウォッチ 

 

★観察、実験の方法 
① 大粒、中粒、小粒の赤玉土をそれぞれ 300mL 用意する（図１）。 
② 透明なプラスチックのコップの底に穴をあけ、底から 1cm 上の位置に赤線を引く 
（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 図３のような装置を組む。 
    ④ 250mLの水をすばやく入れ、水の面が赤線の 

位置にくるまでの時間をストップウォッチで測定する。 
    ⑤ ３回繰り返して時間を測定し、記録する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

★留意事項 

① 赤玉土は、ホームセンターなどで大粒、中粒、小粒が安価で販売されている。 
② コップの底の「穴の数」、「穴の位置」、「穴の大きさ」は変えない条件として制御する

必要があるため、児童に準備させる際にはしっかり説明した上で、操作することが   
大切である。観察、実験を短縮して行いたい場合は、教師が事前に準備したものを    
使って観察、実験を行うことも考えられる。 

③ 短い時間で水がしみ込み、水の注ぎ方による誤差が大きくなることから、水の注ぎ方

をそろえることが大切である。その際、水を注ぐ練習を行ってから観察、実験を行う

ことも考えられる。 
④ 水がこぼれることで、実験台が水で汚れることも考えられるので、必要なもの以外

は片付けた上で観察、実験を行うことが大切である。また、ふきん等を準備して観察、

実験を行うことも大切である。 
⑤ 繰り返し実験を行う際には、変えない条件をそろえて行う観点から、新しいプラスチック

のコップ、新しい赤玉土を使用して観察、実験を行うこと。 

図２ 

図３ 

大粒 中粒 小粒 

図１ 
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理科２ 電気の性質を活用したものづくり（エネルギーに関する問題）
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理科２ 電気の性質を活用したものづくり（エネルギーに関する問題）
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１．出題の趣旨 

 

 

本問題では、電気の性質を利用して、相手に剣を先に当てたかを音や光で知らせている   

フェンシング競技に興味をもち、これまでに学習した電気の性質を利用してフェンシングの 

おもちゃをつくることについて話し合いをしている。その際、自分の剣を相手に当てたときに

ベルが鳴るようにする方法や工夫について科学的に探究し、問題を解決していく学習場面を 

設定した。 

設問（1）は、電気を通す剣や磁石で引き付けられる板としておもちゃに使う適切な金属を  

考えるために、アルミニウム、鉄、銅について、電気を通すか、磁石に引き付けられるかなど、

それぞれの性質に当てはまるものを選ぶことができるかどうかを問うものである。ここでは、

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることを理解している

ことが大切である。そのため、自然の事物・現象と知識を関係付けたり、知識を相互に関連付

けたりして、理解を深めることの大切さについて意識して授業を改善することが大切であると 

考えられる。 

設問（2）は、電気を通す物と通さない物でできた人形について、人形Ａの剣を人形Ｂに当て

たときだけ、ベルが鳴る回路を選ぶことができるかを問うものである。ここでは、電気の回路

のつくり方について、解決するための観察、実験の方法を発想し、表現することが求められる。

そのため、設定した目的を達成できるよう、自然の性質や規則性を適用したものづくりを行う

ことの重要性について意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（3）は、ベルをたたく装置の電磁石について、電流がつくる磁力を強めるために、    

コイルの巻数の変え方を表現できるかを問うものである。ここでは、電流がつくる磁力につい

て、電磁石の強さは巻数によって変わることを知識として身に付けていることが求められる。

本設問にあるように、生きて働く知識を習得するためには、知識を他の学習や生活の場面でも

活用して、知識を概念的に理解することが大切である。そのため、観察、実験したことを、言

葉で説明したり、図に整理したりするなど、知識と関連付けて理解を深めることの重要性につ

いて意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（4）は、乾電池２個のつなぎ方について、直列につなぎ、電磁石を強くできるものを構

想できるかを問うものである。ここでは、乾電池のつなぎ方について、直列つなぎ、並列つな

ぎの特徴を知識として身に付けていることが求められる。そのため、ものづくりでできた装置

を言葉や図に表現したり、言葉や図から装置を再構成したりするなどして、理解を深めること

の重要性について意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

  

自然の性質や規則性を適用したものづくりについて、学習したことを活用したり、 

解決の方法を発想したりしながら、問題を解決できるかどうかをみる。 

－24－



１．出題の趣旨 

 

 

本問題では、電気の性質を利用して、相手に剣を先に当てたかを音や光で知らせている   

フェンシング競技に興味をもち、これまでに学習した電気の性質を利用してフェンシングの 

おもちゃをつくることについて話し合いをしている。その際、自分の剣を相手に当てたときに

ベルが鳴るようにする方法や工夫について科学的に探究し、問題を解決していく学習場面を 

設定した。 

設問（1）は、電気を通す剣や磁石で引き付けられる板としておもちゃに使う適切な金属を  

考えるために、アルミニウム、鉄、銅について、電気を通すか、磁石に引き付けられるかなど、

それぞれの性質に当てはまるものを選ぶことができるかどうかを問うものである。ここでは、

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることを理解している

ことが大切である。そのため、自然の事物・現象と知識を関係付けたり、知識を相互に関連付

けたりして、理解を深めることの大切さについて意識して授業を改善することが大切であると 

考えられる。 

設問（2）は、電気を通す物と通さない物でできた人形について、人形Ａの剣を人形Ｂに当て

たときだけ、ベルが鳴る回路を選ぶことができるかを問うものである。ここでは、電気の回路

のつくり方について、解決するための観察、実験の方法を発想し、表現することが求められる。

そのため、設定した目的を達成できるよう、自然の性質や規則性を適用したものづくりを行う

ことの重要性について意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（3）は、ベルをたたく装置の電磁石について、電流がつくる磁力を強めるために、    

コイルの巻数の変え方を表現できるかを問うものである。ここでは、電流がつくる磁力につい

て、電磁石の強さは巻数によって変わることを知識として身に付けていることが求められる。

本設問にあるように、生きて働く知識を習得するためには、知識を他の学習や生活の場面でも

活用して、知識を概念的に理解することが大切である。そのため、観察、実験したことを、言

葉で説明したり、図に整理したりするなど、知識と関連付けて理解を深めることの重要性につ

いて意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（4）は、乾電池２個のつなぎ方について、直列につなぎ、電磁石を強くできるものを構

想できるかを問うものである。ここでは、乾電池のつなぎ方について、直列つなぎ、並列つな

ぎの特徴を知識として身に付けていることが求められる。そのため、ものづくりでできた装置

を言葉や図に表現したり、言葉や図から装置を再構成したりするなどして、理解を深めること

の重要性について意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

  

自然の性質や規則性を適用したものづくりについて、学習したことを活用したり、 

解決の方法を発想したりしながら、問題を解決できるかどうかをみる。 

２．解説 

 設問（1） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第３学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
(4) 磁石の性質について、磁石を身の回りの物に近付けたときの様子に着目して、それら

を比較しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｱ）磁石に引き付けられる物と引き付けられない物があること。また、磁石に近付ける

と磁石になる物があること。 

 
   (5) 電気の回路について、乾電池と豆電球などのつなぎ方と乾電池につないだ物の様子に

着目して、電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら調べる活動を通して、

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｲ）電気を通す物と通さない物があること。 

 

■評価の観点 

知識・技能 

 

■枠組み（視点） 

知識 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

２ （1） １ アルミニウム １、鉄 １、銅 １  と解答しているもの  

２ アルミニウム １、鉄 １、銅 ２  と解答しているもの  

３ アルミニウム ２、鉄 １、銅 １  と解答しているもの  

４ アルミニウム ２、鉄 １、銅 ２  と解答しているもの ◎ 

５ 鉄 ２               と解答しているもの  

６ アルミニウム、鉄、銅のいずれかに、３ または ４ と解答しているもの  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

 

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることの知識が

身に付いているかどうかをみる。 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、アルミニウム、鉄、銅は電気を通すことの知識は身に付いていると   

考えられる。しかし、アルミニウム、鉄、銅がすべて磁石に引き付けられると誤って捉えて

おり、アルミニウムと銅は磁石に引き付けられないことの知識が身に付いていないと考えら

れる。このことから、身の回りの金属について、磁石に引き付けられる物があることに関する

知識を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、アルミニウム、鉄、銅は電気を通すことの知識は身に付いていると   

考えられる。しかし、アルミニウム、鉄が磁石に引き付けられ、銅が磁石に引き付けられない

と誤って捉えており、アルミニウムが磁石に引き付けられないことの知識が身に付いていな

いと考えられる。このことから、身の回りの金属について、磁石に引き付けられる物がある

ことに関する知識を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型３】は、アルミニウム、鉄、銅は電気を通すことの知識は身に付いていると   

考えられる。しかし、鉄、銅が磁石に引き付けられ、アルミニウムが磁石に引き付けられない

と誤って捉えており、銅が磁石に引き付けられないことの知識が身に付いていないと考えら

れる。このことから、身の回りの金属について、磁石に引き付けられる物があることに   

関する知識を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、アルミニウム、鉄、銅は電気を通すことの知識は身に付いていると   

考えられる。さらに、鉄が磁石に引き付けられ、アルミニウム、銅が磁石に引き付けられない

と正しく捉えている。このことから、身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付け

られる物があることに関する知識が身に付いていると考えられる。 

 

○ 【解答類型５】は、鉄が電気を通し、磁石に引き付けられないと誤って捉えている。     

このことから、身の回りの金属である鉄について、磁石に引き付けられることに関する知識を 

身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型６】は、アルミニウム、鉄、銅のいずれかが電気を通さないと誤って捉えてい

る。金属の共通する性質として、電気を通すという知識が身に付いていないと考えられる。  

このことから、身の回りの金属について、電気を通す物があることに関する知識を身に付ける

ことに課題があると考えられる。 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

【国際調査】 

 

 

 

 

  

調査の名称(問題番号) 問題の概要 正答率 

TIMSS2015（S03_08） 電気を通すものについての知識を問うもの 78％ 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、アルミニウム、鉄、銅は電気を通すことの知識は身に付いていると   

考えられる。しかし、アルミニウム、鉄、銅がすべて磁石に引き付けられると誤って捉えて

おり、アルミニウムと銅は磁石に引き付けられないことの知識が身に付いていないと考えら

れる。このことから、身の回りの金属について、磁石に引き付けられる物があることに関する

知識を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、アルミニウム、鉄、銅は電気を通すことの知識は身に付いていると   

考えられる。しかし、アルミニウム、鉄が磁石に引き付けられ、銅が磁石に引き付けられない

と誤って捉えており、アルミニウムが磁石に引き付けられないことの知識が身に付いていな

いと考えられる。このことから、身の回りの金属について、磁石に引き付けられる物がある

ことに関する知識を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型３】は、アルミニウム、鉄、銅は電気を通すことの知識は身に付いていると   

考えられる。しかし、鉄、銅が磁石に引き付けられ、アルミニウムが磁石に引き付けられない

と誤って捉えており、銅が磁石に引き付けられないことの知識が身に付いていないと考えら

れる。このことから、身の回りの金属について、磁石に引き付けられる物があることに   

関する知識を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、アルミニウム、鉄、銅は電気を通すことの知識は身に付いていると   

考えられる。さらに、鉄が磁石に引き付けられ、アルミニウム、銅が磁石に引き付けられない

と正しく捉えている。このことから、身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付け

られる物があることに関する知識が身に付いていると考えられる。 

 

○ 【解答類型５】は、鉄が電気を通し、磁石に引き付けられないと誤って捉えている。     

このことから、身の回りの金属である鉄について、磁石に引き付けられることに関する知識を 

身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型６】は、アルミニウム、鉄、銅のいずれかが電気を通さないと誤って捉えてい

る。金属の共通する性質として、電気を通すという知識が身に付いていないと考えられる。  

このことから、身の回りの金属について、電気を通す物があることに関する知識を身に付ける

ことに課題があると考えられる。 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

【国際調査】 

 

 

 

 

  

調査の名称(問題番号) 問題の概要 正答率 

TIMSS2015（S03_08） 電気を通すものについての知識を問うもの 78％ 

 設問（2） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第３学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
   (5) 電気の回路について、乾電池と豆電球などのつなぎ方と乾電池につないだ物の様子に

着目して、電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較しながら調べる活動を通して、

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｱ）電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ方があること。 
（ｲ）電気を通す物と電気を通さない物があること。 

 

■評価の観点 

思考・判断・表現  

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

２ （2） １  １  と解答しているもの  

２  ２  と解答しているもの  

３  ３  と解答しているもの  

４  ４  と解答しているもの ◎ 

99  上記以外の解答  

０  無解答   

 

  

電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現することができるかどうか

をみる。 
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■解答類型について 

〇 【解答類型１】は、人形Ａだけの電気の回路であり、「電気を通さない持ち手」が回路の一部

に含まれている電気の回路を選択している。この回路は「人形Ａの剣を人形Ｂに当てたとき」

と関係のない回路となっている。このことから、電気を通すつなぎ方に関する知識を身に  

付けることと、目的に沿った観察、実験の計画を発想し、表現することに課題があると考え

られる。 

 

〇 【解答類型２】は、人形Ａの「電気を通さない持ち手」が回路の一部に含まれている電気

の回路を選択している。この回路は常に電気の通らない回路であり、「人形Ａの剣を人形Ｂに

当てたとき」も電気が通らない。このことから、電気を通すつなぎ方に関する知識を身に  

付けることに課題があると考えられる。 

 

〇 【解答類型３】は、人形Ａと人形Ｂの「電気を通さない持ち手」が回路の一部に含まれて

いる電気の回路を選択している。この回路は常に電気の通らない回路であり、「人形Ａの剣を

人形Ｂに当てたとき」も電気が通らない。このことから、電気を通すつなぎ方に関する知識

を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、人形Ａと人形Ｂの「電気を通さない持ち手」が回路の一部に含まれない

電気の回路を選択している。この回路では、「人形Ａの剣を人形Ｂに当てたとき」だけ電気が

通る回路となっている。このことから、電気の回路について、解決するための観察、実験の

方法を発想し、表現することができていると考えられる。 
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■解答類型について 

〇 【解答類型１】は、人形Ａだけの電気の回路であり、「電気を通さない持ち手」が回路の一部

に含まれている電気の回路を選択している。この回路は「人形Ａの剣を人形Ｂに当てたとき」

と関係のない回路となっている。このことから、電気を通すつなぎ方に関する知識を身に  

付けることと、目的に沿った観察、実験の計画を発想し、表現することに課題があると考え

られる。 

 

〇 【解答類型２】は、人形Ａの「電気を通さない持ち手」が回路の一部に含まれている電気

の回路を選択している。この回路は常に電気の通らない回路であり、「人形Ａの剣を人形Ｂに

当てたとき」も電気が通らない。このことから、電気を通すつなぎ方に関する知識を身に  

付けることに課題があると考えられる。 

 

〇 【解答類型３】は、人形Ａと人形Ｂの「電気を通さない持ち手」が回路の一部に含まれて

いる電気の回路を選択している。この回路は常に電気の通らない回路であり、「人形Ａの剣を

人形Ｂに当てたとき」も電気が通らない。このことから、電気を通すつなぎ方に関する知識

を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、人形Ａと人形Ｂの「電気を通さない持ち手」が回路の一部に含まれない

電気の回路を選択している。この回路では、「人形Ａの剣を人形Ｂに当てたとき」だけ電気が

通る回路となっている。このことから、電気の回路について、解決するための観察、実験の

方法を発想し、表現することができていると考えられる。 

  

 設問（3） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第５学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
   (3) 電流がつくる磁力について、電流の大きさや向き、コイルの巻数などに着目して、

それらの条件を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｲ）電磁石の強さは、電流の大きさや導線の巻数によって変わること。 

 

■評価の観点 

知識・技能 

 

■枠組み（視点） 

知識 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

２ （3） １  多くする、増やす     という趣旨で解答しているもの ◎ 

２  少なくする、減らす    という趣旨で解答しているもの  

３ 強くする、弱くする    という趣旨で解答しているもの  

４ 
どのように変えるかという具体的な表現ではなく、 

単に「変える」      という趣旨で解答しているもの 
 

99  上記以外の解答  

０  無解答   

 

  

電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が身に付いて

いるかどうかをみる。 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、コイルの巻数を変えて電磁石の強さを強くするためには、「増やす」、

「多くする」などと表現している。電磁石の強さを強くするためには、コイルの巻数を増加

させればよいと正しく捉えている。このことから、電磁石の強さと巻数の関係の知識が身に

付いていると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、コイルの巻数を変えて電磁石の強さを強くするためには、「減らす」、

「少なくする」などと表現している。電磁石の強さを強くするためには、コイルの巻数を  

減少させればよいと誤って捉えている。このことから、電磁石の強さと巻数の関係の知識を身に

付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型３】は、コイルの巻数を変えて電磁石の強さを強くするためには、「強くする」、

「弱くする」など強弱で表現している。このことから、巻数は「多い、少ない」等で、電磁石

の強さは「強い、弱い」等で表現する知識を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、コイルの巻数を変えて電磁石の強さを強くするためには、巻数を「変える」

と表現し、どのように巻数を変えるかについて言及していない。このことから、電磁石の  

強さを変化させるには、巻数をどのように変化させればよいかについての知識を身に付ける 

ことに課題があると考えられる。 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

【全国学力・学習状況調査】 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 27年 

１(5) 

電磁石の働きを利用した振り子が左右に等しく

振れる導線の巻き方や乾電池のつなぎ方について、

当てはまるものを選ぶ 

(ア)72.8％ 

(イ)66.3％ 
pp.22-27 pp.30-35 

 

【学習指導要領実施状況調査】 

問題番号 問題の概要 通過率 

平成 24年 

小学校理科 ５Ａ３(1) 
電磁石の強さと導線の巻数を関係づけて考え、表現している 85.1％ 

 

【教育課程実施状況調査】 

問題番号 問題の概要 通過率 

平成 15年 

小学校理科 ６Ａ９(2) 
電磁石の強さを変化させる要因を考察することができる 80.1％ 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、コイルの巻数を変えて電磁石の強さを強くするためには、「増やす」、

「多くする」などと表現している。電磁石の強さを強くするためには、コイルの巻数を増加

させればよいと正しく捉えている。このことから、電磁石の強さと巻数の関係の知識が身に

付いていると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、コイルの巻数を変えて電磁石の強さを強くするためには、「減らす」、

「少なくする」などと表現している。電磁石の強さを強くするためには、コイルの巻数を  

減少させればよいと誤って捉えている。このことから、電磁石の強さと巻数の関係の知識を身に

付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型３】は、コイルの巻数を変えて電磁石の強さを強くするためには、「強くする」、

「弱くする」など強弱で表現している。このことから、巻数は「多い、少ない」等で、電磁石

の強さは「強い、弱い」等で表現する知識を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、コイルの巻数を変えて電磁石の強さを強くするためには、巻数を「変える」

と表現し、どのように巻数を変えるかについて言及していない。このことから、電磁石の  

強さを変化させるには、巻数をどのように変化させればよいかについての知識を身に付ける 

ことに課題があると考えられる。 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

【全国学力・学習状況調査】 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 27年 

１(5) 

電磁石の働きを利用した振り子が左右に等しく

振れる導線の巻き方や乾電池のつなぎ方について、

当てはまるものを選ぶ 

(ア)72.8％ 

(イ)66.3％ 
pp.22-27 pp.30-35 

 

【学習指導要領実施状況調査】 

問題番号 問題の概要 通過率 

平成 24年 

小学校理科 ５Ａ３(1) 
電磁石の強さと導線の巻数を関係づけて考え、表現している 85.1％ 

 

【教育課程実施状況調査】 

問題番号 問題の概要 通過率 

平成 15年 

小学校理科 ６Ａ９(2) 
電磁石の強さを変化させる要因を考察することができる 80.1％ 

 

  

 設問（4） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
   (3) 電流の働きについて、電流の大きさや向きと乾電池につないだ物の様子に着目して、

それらを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導

する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｱ）乾電池の数やつなぎ方を変えると、電流の大きさや向きが変わり、豆電球の明るさや

モーターの回り方が変わること。 
 

■評価の観点 

知識・技能 

 

■枠組み（視点） 

知識 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

２ （4） １  １  と解答しているもの ◎ 

２  ２  と解答しているもの  

３  ３  と解答しているもの  

４  ４  と解答しているもの  

99  上記以外の解答  

０  無解答   

 

  

乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識が身に付いているかどうかを 

みる。 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、乾電池２個を直列に並べた図で、電極の向きを含めて電磁石を最も   

強くすることのできるつなぎ方となっている。このことから、複数の乾電池のつなぎ方に  

よって、回路に流れる電流の大きさが変化することに関する知識が身に付いていると考えら

れる。 

 

○ 【解答類型２】は、乾電池２個を並列に並べた図で、電極の向きが短絡（ショート）回路と

なる誤ったつなぎ方となっている。さらに、電磁石の強さを最も強くすることのできるつなぎ

方を示していない。このことから、複数の乾電池のつなぎ方、電磁石の強さを最も強くする乾電

池のつなぎ方に関する知識を身に付けることに課題があると考えられる。なお、このつなぎ

方は、短絡（ショート）回路となっているため、導線や乾電池が熱をもつなど危険なつなぎ

方であることに留意したい。 

 

○ 【解答類型３】は、乾電池２個を直列に並べた図で、乾電池２個の電極の向きが誤った   

つなぎ方となっている。このことから、電磁石の強さを最も強くする乾電池のつなぎ方が  

直列つなぎであることは理解しているが、乾電池の電極に関する知識を身に付けることに  

課題があると考えられる。 

 

〇 【解答類型４】は、乾電池２個を並列に並べた図で、電磁石を最も強くすることのできる

つなぎ方となっていない。複数の乾電池のつなぎ方の知識は身に付いていると考えられるが、

複数の乾電池のつなぎ方によって回路に流れる電流の大きさが変化することに関する知識を

身に付けることに課題があると考えられる。 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

【全国学力・学習状況調査】 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 27年 

１(5)イ 

電磁石の働きを利用した振り子が左右に等しく

振れる導線の巻き方や乾電池のつなぎ方について、

当てはまるものを選ぶ 

66.3％ pp.22-27 pp.30-35 

 

【学習指導要領実施状況調査】 

問題番号 問題の概要 通過率 

平成 24年 

小学校 ４５(1) 

乾電池のつなぎ方には、直列つなぎ・並列つなぎが  

あることを理解している 

直列つなぎ 72.6％ 

並列つなぎ 54.9％ 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、乾電池２個を直列に並べた図で、電極の向きを含めて電磁石を最も   

強くすることのできるつなぎ方となっている。このことから、複数の乾電池のつなぎ方に  

よって、回路に流れる電流の大きさが変化することに関する知識が身に付いていると考えら

れる。 

 

○ 【解答類型２】は、乾電池２個を並列に並べた図で、電極の向きが短絡（ショート）回路と

なる誤ったつなぎ方となっている。さらに、電磁石の強さを最も強くすることのできるつなぎ

方を示していない。このことから、複数の乾電池のつなぎ方、電磁石の強さを最も強くする乾電

池のつなぎ方に関する知識を身に付けることに課題があると考えられる。なお、このつなぎ

方は、短絡（ショート）回路となっているため、導線や乾電池が熱をもつなど危険なつなぎ

方であることに留意したい。 

 

○ 【解答類型３】は、乾電池２個を直列に並べた図で、乾電池２個の電極の向きが誤った   

つなぎ方となっている。このことから、電磁石の強さを最も強くする乾電池のつなぎ方が  

直列つなぎであることは理解しているが、乾電池の電極に関する知識を身に付けることに  

課題があると考えられる。 

 

〇 【解答類型４】は、乾電池２個を並列に並べた図で、電磁石を最も強くすることのできる

つなぎ方となっていない。複数の乾電池のつなぎ方の知識は身に付いていると考えられるが、

複数の乾電池のつなぎ方によって回路に流れる電流の大きさが変化することに関する知識を

身に付けることに課題があると考えられる。 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

【全国学力・学習状況調査】 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 27年 

１(5)イ 

電磁石の働きを利用した振り子が左右に等しく

振れる導線の巻き方や乾電池のつなぎ方について、

当てはまるものを選ぶ 

66.3％ pp.22-27 pp.30-35 

 

【学習指導要領実施状況調査】 

問題番号 問題の概要 通過率 

平成 24年 

小学校 ４５(1) 

乾電池のつなぎ方には、直列つなぎ・並列つなぎが  

あることを理解している 

直列つなぎ 72.6％ 

並列つなぎ 54.9％ 

 

  

３．本設問で取り扱った観察、実験など 

○「自分の剣を相手に当てたとき、ベルが鳴る」実験装置のものづくり 

★使用器具・材料について 

人形、乾電池、ベル、クリップ、アルミホイル、金属板（鉄、銅、アルミニウム）、 

電磁石、クリップ付き導線、紙テープ 

 

★実験装置の製作 
① クリップの一部を伸ばし、人形が持つ部分を紙テープで巻き、「電気を通す剣」と 

「電気を通さない持ち手」の部分をつくる（図１）。 
 
 
 
 
 

図１ 
② 人形をアルミホイルで覆い、「電気を通す人形」とする。「電気を通す人形」に図１

の剣を持たせ、剣を持つ人形とする（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 
③ ベル、金属板（鉄）、電磁石、乾電池、クリップ付き導線をつないで実験装置を    

つくる（図３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 

電気を通さない持ち手 

（紙テープで巻いた部分） 

電気を通す剣 

電気を通す人形 

（アルミホイルで覆った人形） 図１の剣 

ベル 

金属板 

電磁石 

乾電池 

クリップ付き導線 
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★留意事項 

① 図２の人形は、手の指の関節を動かすことができるデッサン人形を使用している。 
② 本設問（1）を確かめる実験を行う際には、図３の乾電池から直接電磁石につなげる 

ことで装置は完成する。また、アルミニウム、鉄、銅の金属板をそれぞれ設置すること

で確かめることができる。 
③ 本設問（2）を確かめる実験を行う際には、クリップの位置を変更することで、   

選択肢１～４を再現することができる。なお、電気回路に電気が流れるかどうかを確かめる

には、「電磁石、金属板、ベル」に替えて豆電球やＬＥＤ電球にすることで確かめる  

ことができる。 
④ 本設問（3）を確かめる実験を行う際には、コイルの巻数を変えたもので実験を行う

ことで確かめることができる。 
⑤ 本設問（4）を確かめる実験を行う際には、乾電池の部分のつなぎ方を変えて実験を行う

ことで確かめることができる。なお、選択肢２のつなぎ方の場合、短絡（ショート）回路

となっているため、児童が行う実験としては不適である。 

⑥ 図４のように装置を組むことで、児童の興味を引きだし、主体的に問題を解決できる

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      図４ 
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★留意事項 

① 図２の人形は、手の指の関節を動かすことができるデッサン人形を使用している。 
② 本設問（1）を確かめる実験を行う際には、図３の乾電池から直接電磁石につなげる 

ことで装置は完成する。また、アルミニウム、鉄、銅の金属板をそれぞれ設置すること

で確かめることができる。 
③ 本設問（2）を確かめる実験を行う際には、クリップの位置を変更することで、   

選択肢１～４を再現することができる。なお、電気回路に電気が流れるかどうかを確かめる

には、「電磁石、金属板、ベル」に替えて豆電球やＬＥＤ電球にすることで確かめる  

ことができる。 
④ 本設問（3）を確かめる実験を行う際には、コイルの巻数を変えたもので実験を行う

ことで確かめることができる。 
⑤ 本設問（4）を確かめる実験を行う際には、乾電池の部分のつなぎ方を変えて実験を行う

ことで確かめることができる。なお、選択肢２のつなぎ方の場合、短絡（ショート）回路

となっているため、児童が行う実験としては不適である。 

⑥ 図４のように装置を組むことで、児童の興味を引きだし、主体的に問題を解決できる

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      図４ 

理科３ 花のつくりや受粉、発芽の条件（生命に関する問題） 
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１．出題の趣旨 

 

 

本問題では、ヘチマの花のつくりについて調べている過程で、インゲンマメの発芽の条件に

ついて調べたことを思いだし、ヘチマやレタスの発芽に興味をもち、発芽の条件について話合い

をしている。その際、変える条件と変えない条件を制御した観察、実験の結果から発芽に必要

な条件を思考していくための実験の計画を構想し、問題解決していく学習場面を設定した。 

設問（1）は、ヘチマの花のおしべとめしべ、受粉についての知識が身に付いているかどうか

を問うものである。本設問にあるように、知識を他の学習や生活の場面でも活用できる程度に

理解することが大切である。そのため、観察や実験したことについて、図に整理したり、関連

する用語をまとめたりしながら、知識が身に付くように意識して授業を改善することが大切で

あると考えられる。 

設問（2）は、ヘチマの花粉を顕微鏡で観察するとき、適切な像にするための顕微鏡に関する

操作の技能が身に付いているかどうかを問うものである。本設問にあるように、観察、実験に

おいて扱う器具や機器などを適切に操作する技能を身に付けることは大切である。そのため、

適切な操作について理解するとともに、操作する体験を通して技能を身に付けることの重要性

について、意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（3）は、ヘチマの種子が発芽する条件を調べる実験において、条件を制御した観察、   

実験の方法を計画することができるかどうかを問うものである。ここでは、発芽するために  

必要な条件について、実験の条件を制御した実験の方法を発想し、表現することが求められる。

本設問にあるように、発芽に関する要因を挙げ、その要因を変える条件と変えない条件に区別

しながら、予想や仮説を基に解決するための観察、実験の方法を計画することが大切である。

そのため、変える条件と変えない条件を整理しながら解決の方法を考えることの重要性について、

意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

設問（4）は、レタスの種子の発芽の結果から、てるみさんの気付きを基に、見いだした問題

について表現できるかどうかを問うものである。本設問にあるように、自然の事物・現象を  

比較し、差異点や共通点を基に問題を見いだし、表現することが大切である。そのため、複数の

自然の事物・現象を比較し、差異点や共通点を捉え、新たな問題を見いだしていくことの重要

性について意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

 

  

花のつくりや受粉について理解できているか、発芽の条件について解決の方法を発想 

しながら問題を解決できるかどうかをみる。 
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２．解説 

 設問（1） 

趣旨 

 
 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第５学年〕 Ｂ 生命・地球 

   (1) 植物の育ち方について、発芽、成長及び結実の様子に着目して、それらに関わる条件

を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｴ）花にはおしべやめしべなどがあり、花粉がめしべの先に付くとめしべのもとが実

になり、実の中に種子ができること。 

 

■評価の観点 

  知識・技能 

 

■枠組み（視点） 

知識 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

３ （1） 
１ 

おしべ イ、        めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
◎ 

２ 
おしべ イ、        めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
 

３ 
おしべ イ以外、      めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
 

４ 
おしべ イ以外、      めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
 

５ 
おしべ イ、        めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
 

６ 
おしべ イ、        めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
 

７ 
おしべ イ以外、      めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
 

８ 
おしべ イ以外、      めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
 

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

ヘチマの花のつくりや受粉についての知識が身に付いているかどうかをみる。科学的 

－38－



２．解説 

 設問（1） 

趣旨 

 
 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第５学年〕 Ｂ 生命・地球 

   (1) 植物の育ち方について、発芽、成長及び結実の様子に着目して、それらに関わる条件

を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｴ）花にはおしべやめしべなどがあり、花粉がめしべの先に付くとめしべのもとが実

になり、実の中に種子ができること。 

 

■評価の観点 

  知識・技能 

 

■枠組み（視点） 

知識 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

３ （1） 
１ 

おしべ イ、        めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
◎ 

２ 
おしべ イ、        めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
 

３ 
おしべ イ以外、      めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
 

４ 
おしべ イ以外、      めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉    と解答しているもの 
 

５ 
おしべ イ、        めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
 

６ 
おしべ イ、        めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
 

７ 
おしべ イ以外、      めしべ カ 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
 

８ 
おしべ イ以外、      めしべ カ以外 

「花粉がめしべの先につく」 受粉以外  と解答しているもの 
 

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

ヘチマの花のつくりや受粉についての知識が身に付いているかどうかをみる。科学的 

■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、おしべはイ、めしべはカ、「花粉がめしべの先につくこと」を受粉と

正しく捉えている。このことから、ヘチマの花のつくりや受粉についての知識が身に   

付いていると考えられる。 

 

○ 【解答類型２、３、４】は、おしべはイ以外、めしべはカ以外のいずれか一方、または 

両方と誤って捉えている。しかし、「花粉がめしべの先につくこと」を受粉と正しく捉えて

いる。受粉については知識が身に付いているが、ヘチマのおしべ、めしべに関する知識が

身に付いていないと考えられる。このことから、受粉に関する知識は身に付いているが、

ヘチマの花のつくりの知識を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型５】は、おしべはイ、めしべはカと正しく捉えている。しかし、「花粉が    

めしべの先につくこと」を受粉以外のものと指摘しており、受粉と捉えていない。ヘチマ

の花のつくりについては知識が身に付いているが、受粉に関する知識は身に付いていない

と考えられる。このことから、ヘチマの花のつくりに関する知識は身に付いているが、  

受粉に関する知識を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型６、７、８】は、おしべはイ以外、めしべはカ以外のいずれか一方、または 

両方と誤って捉えている。また、「花粉がめしべの先につくこと」を受粉以外のものと指摘  

しており、受粉と捉えていない。このことからヘチマの花のつくりや受粉についての知識を

身に付けることに課題があると考えられる。 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 24年 

２(4) 

植物の受粉と結実の関係について、科学的な言葉

や概念を理解しているかどうかをみる 
77.4％ pp.34-38 pp.305-308 
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 設問（2） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第５学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (1) 植物の育ち方について、発芽、成長及び結実の様子に着目して、それらに関わる条件

を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

 

■評価の観点 

知識・技能 

 

■枠組み（視点） 
技能 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

３ （2） 
１ 

 キ ２            ク ４     

と解答しているもの 
◎ 

２ 
 キ ２            ク １、２、３のいずれか 

  と解答しているもの 

 

３ 
 キ １、３、４ のいずれか  ク ４     

と解答しているもの 
 

４ 
 キ １、３、４ のいずれか、 ク １、２、３のいずれか 

  と解答しているもの 

 

99  上記以外の解答  

０  無解答  

 

  

顕微鏡を操作し、適切な像にするための技能が身に付いているかどうかをみる。 
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 設問（2） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第５学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (1) 植物の育ち方について、発芽、成長及び結実の様子に着目して、それらに関わる条件

を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

 

■評価の観点 

知識・技能 

 

■枠組み（視点） 
技能 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

３ （2） 
１ 

 キ ２            ク ４     

と解答しているもの 
◎ 

２ 
 キ ２            ク １、２、３のいずれか 

  と解答しているもの 

 

３ 
 キ １、３、４ のいずれか  ク ４     

と解答しているもの 
 

４ 
 キ １、３、４ のいずれか、 ク １、２、３のいずれか 

  と解答しているもの 

 

99  上記以外の解答  

０  無解答  

 

  

顕微鏡を操作し、適切な像にするための技能が身に付いているかどうかをみる。 

■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、キでは「プレパラートを動かした」、クでは「調整ねじを回した」と    

指摘している。キでは像を移動させるためにプレパラートを動かし、クでは像のピントを  

合わせるために調節ねじを回す操作について正しく捉えている。このことから、顕微鏡を操作し

適切な像にするための技能が身に付いていると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、キでは「プレパラートを動かした」、クでは「調整ねじを回した」以外

と指摘している。キで像を移動させるためにプレパラートを動かすことは正しく捉えている

が、クで像のピントを合わせるために調節ねじを回す操作について指摘できていない。この

ことから、顕微鏡を操作して適切な像にするためにピントを合わせる技能を身に付けること

に課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型３】は、キでは「プレパラートを動かした」以外、クでは「調整ねじを回した」

と指摘している。クで像のピントを合わせるために調整ねじを回すことは正しく捉えて  

いるが、キで像を移動させるためにプレパラートを動かす操作について指摘できていない。

このことから、顕微鏡を操作して適切な位置に像を動かす技能を身に付けることに課題が 

あると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、キでは「プレパラートを動かした」以外、クでは「調整ねじを回した」

以外と指摘している。キでは像を移動させるための操作、クでは像のピントを合わせるための

操作について正しく捉えていない。このことから、顕微鏡を操作し適切な像にするための  

技能を身に付けることに課題があると考えられる。 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 27年 

２(4) 
顕微鏡の適切な操作方法を身に付けている 38.1％ pp.34-35 p.42 
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 設問（3） 

趣旨 

■学習指導要領における区分・内容

〔第５学年〕 Ｂ 生命・地球

(1) 植物の育ち方について、発芽、成長及び結実の様子に着目して、それらに関わる条件

を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。

（ｲ）植物の発芽には、水、空気及び温度が関係していること。

■評価の観点

思考・判断・表現

■枠組み（視点）

構想

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

３ （3） １ １、２（順不同）と解答しているもの ◎ 

２ １、３（順不同）と解答しているもの 

３ １、４（順不同）と解答しているもの 

４ ２、３（順不同）と解答しているもの 

５ ２、４（順不同）と解答しているもの 

６ ３、４（順不同）と解答しているもの 

７ １、１  ２、２  ３、３ ４、４  のいずれかを解答しているもの 

99 上記以外の解答 

０ 無解答 

発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御した解決の方法を発想し、表現

することができるかどうかをみる。 
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、ヘチマの種子が発芽する条件として適した温度が必要か調べるために、

１と２が比較する観察、実験として必要であると指摘している。１の温度の<条件>は「室温」、

２の温度の<条件>は「冷蔵庫の中」であり、他の条件は１と２で同一である。考えられる要

因の中から、変える条件は１つの要因とし、他の要因は変えない条件として条件を制御する

観察、実験を計画することができている。このことから、発芽するために必要な条件につい

て、実験の条件を制御しながら解決するための観察、実験の方法を発想し、表現する  こ

とができていると考えられる。

○ 【解答類型２】は、ヘチマの種子が発芽する条件として適した温度が必要か調べるために、

１と３が比較する観察、実験として必要であると指摘している。１の空気の<条件>は「空気あり」、

３の空気の<条件>は「空気なし」であり、これは空気に関する条件を制御した観察、実験の

計画であり、温度に関する条件を制御した観察、実験を計画できていないと考えられる。

このことから、発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御しながら解決する

ための観察、実験の方法を発想し、表現することに課題があると考えられる。

○ 【解答類型３】は、ヘチマの種子が発芽する条件として適した温度が必要か調べるために、

１と４が比較する観察、実験として必要であると指摘している。１の日光の<条件>は「日光なし」、

４の日光の<条件>は「日光あり」であり、これは日光に関する条件を制御した観察、実験の

計画であることから、温度に関する条件を制御した観察、実験を計画できていないと考えら

れる。このことから、発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御しながら解決

するための観察、実験の方法を発想し、表現することに課題があると考えられる。

○ 【解答類型４】は、ヘチマの種子が発芽する条件として適した温度が必要か調べるために、

２と３が比較する観察、実験として必要であると指摘している。２と３では、空気の<条件>が

それぞれ「空気あり」、「空気なし」、温度の<条件>がそれぞれ「冷蔵庫の中」、「室温」で複数

の要因を変える条件として実験を計画している。条件を制御した観察、実験では、１つの

要因を変える条件として実験を計画する。このことから、発芽するために必要な条件に

ついて、実験の条件を制御しながら解決するための観察、実験の方法を発想し、表現する

ことに課題があると考えられる。

○ 【解答類型５】は、ヘチマの種子が発芽する条件として適した温度が必要か調べるために、

２と４が比較する観察、実験として必要であると指摘している。２と４では、温度の<条件>が

それぞれ「冷蔵庫の中」、「室温」、日光の<条件>がそれぞれ「日光なし」、「日光あり」で複数

の要因を変える条件として実験を計画している。条件を制御した観察、実験では、１つの要因

を変える条件として実験を計画する。このことから、発芽するために必要な条件について、

実験の条件を制御しながら解決するための観察、実験の方法を発想し、表現することに課題

があると考えられる。

○ 【解答類型６】は、ヘチマの種子が発芽する条件として適した温度が必要か調べるために、

３と４が比較する観察、実験として必要であると指摘している。３と４では、空気の<条件>が

それぞれ「空気なし」、「空気あり」、日光の<条件>がそれぞれ「日光なし」、「日光あり」で

複数の要因を変える条件として実験を計画している。条件を制御した観察、実験では、１つ

の要因を変える条件として実験を計画する。このことから、発芽するために必要な条件に

ついて、実験の条件を制御しながら解決するための観察、実験の方法を発想し、表現する

ことに課題があると考えられる。
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○ 【解答類型７】は、ヘチマの種子が発芽する条件として適した温度が必要か調べるために、

それぞれ１と１、２と２、３と３、４と４を比較する観察、実験として必要であると指摘して  

いる。同じ<条件>での観察、実験では、再現性などを検証するために条件をそろえて観察、実験

を行うことはあるが、結果の違いから発芽するためには何の要因が必要かを見いだすことはでき

ない。このことから、発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御しながら解決する  

ための観察、実験の方法を発想し、表現することに課題があると考えられる。 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 24年 

２(5) 

植物の受粉と結実の関係を調べる実験について、

結果を基に方法を改善して、その理由を記述できる 
32.3％ pp.34-38 pp.309-314 

 

 

  

－44－



○ 【解答類型７】は、ヘチマの種子が発芽する条件として適した温度が必要か調べるために、

それぞれ１と１、２と２、３と３、４と４を比較する観察、実験として必要であると指摘して  

いる。同じ<条件>での観察、実験では、再現性などを検証するために条件をそろえて観察、実験

を行うことはあるが、結果の違いから発芽するためには何の要因が必要かを見いだすことはでき

ない。このことから、発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御しながら解決する  

ための観察、実験の方法を発想し、表現することに課題があると考えられる。 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 24年 

２(5) 

植物の受粉と結実の関係を調べる実験について、

結果を基に方法を改善して、その理由を記述できる 
32.3％ pp.34-38 pp.309-314 

 

 

  

 設問（4） 

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第５学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (1) 植物の育ち方について、発芽、成長及び結実の様子に着目して、それらに関わる条件

を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 植物の育ち方について追究する中で、植物の発芽、成長及び結実とそれらに関わる

条件についての予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現すること。 

 

■評価の観点 

思考・判断・表現 

 

■枠組み（視点） 

分析・解釈 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

３ （4） （正答の条件） 

 以下の①、②の全てを記述している。 

① <条件>から、日光または肥料について、１つ選んで記述しているもの 

② レタスの発芽に関し、疑問を示す趣旨で記述しているもの 

（正答例） 

  レタスの種子が発芽するために、日光は必要なのだろうか。 

 

１  ①について日光もしくは肥料の条件から１つ選び、②を記述しているもの ◎ 

２ 
①について日光もしくは肥料の条件から１つ選び、②について「調べよう」、 

「やってみよう」、「試してみよう」など行為を目的とする趣旨で記述しているもの 
○ 

３  ①について水、空気、温度のいずれかの条件から１つ選び、②を記述しているもの  

４ 

①について水、空気、温度のいずれかの条件から１つ選び、②について  

「調べよう」、「やってみよう」、「試してみよう」など行為を目的とする趣旨で

記述しているもの 

 

５ ①についてまだ調べていないことを事実として、②について記述しているもの  

６  ①について記述しているが、②に関する記述がないもの  

99  上記以外の解答  

０  無解答  

 

 

レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、

表現することができるかどうかをみる。 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、実験の結果を基に、<条件>の日光、肥料の中から１つ選び、レタスの 

種子が発芽するための条件について新たな【問題】を見いだし、その内容を表現している。

このことから、差異点や共通点を基に問題を見いだし、その内容を適切に表現することが  

できていると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、実験の結果を基に、<条件>の日光、肥料の中から１つ選び、レタスの 

種子が発芽するための条件について新たな【問題】を見いだし、その内容を表現している。

しかし、「調べよう」「やってみよう」などの表現を用い、疑問ではなく、問題を解決する   

ための手段や方法に言及していると考えられる。このことから、差異点や共通点を基に問題

を見いだし、その内容を適切に表現することはできているが、見いだした問題を解決するまで

の表現を含んだ内容となっていることに課題があると考えられる。 

 

 

○ 【解答類型３】は、実験の結果を基に、<条件>の水、空気、温度の中から１つ選び、レタス

の種子が発芽するための条件について新たな【問題】を見いだし、その内容を表現している。

これは、てるみさんの「水、空気、温度のほか」の条件から新たな問題を見いだしたことに

矛盾している。このことから、差異点や共通点を基に問題を見いだし、その内容を適切に  

表現することに課題があると考えられる。 

 

 

○ 【解答類型４】は、実験の結果を基に、<条件>の水、空気、温度の中から１つ選び、レタス

の種子が発芽するための条件について新たな【問題】を見いだし、その内容を表現している。

これは、てるみさんの「水、空気、温度のほか」の条件から新たな問題を見いだしたことに

矛盾している。さらに、「調べよう」「やってみよう」などの表現を用い、疑問ではなく、問題

を解決するための手段や方法に言及していると考えられる。このことから、差異点や共通点を

基に問題を見いだし、その内容を適切に表現することに課題があると考えられる。 

 

  

○ 【解答類型５】は、<条件>の日光、肥料の中から１つ選んでいるが、まだ調べていない   

ことを事実とし、その原因を問う表現をしている。これは、てるみさんの気付きから見いだし

た新たな問題とはなっていない。このことから、差異点や共通点を基に問題を見いだし、  

その内容を適切に表現することに課題があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

（例）レタスの種子に日光を当て、発芽するか試してみよう。 

（例）レタスの種子が発芽するために、水は必要なのだろうか。 

（例）レタスの種子を室温より温度を下げた場所に置いて、発芽するか調べよう。 

（例）レタスの種子の発芽に、日光が必要なのはなぜだろうか。 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、実験の結果を基に、<条件>の日光、肥料の中から１つ選び、レタスの 

種子が発芽するための条件について新たな【問題】を見いだし、その内容を表現している。

このことから、差異点や共通点を基に問題を見いだし、その内容を適切に表現することが  

できていると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、実験の結果を基に、<条件>の日光、肥料の中から１つ選び、レタスの 

種子が発芽するための条件について新たな【問題】を見いだし、その内容を表現している。

しかし、「調べよう」「やってみよう」などの表現を用い、疑問ではなく、問題を解決する   

ための手段や方法に言及していると考えられる。このことから、差異点や共通点を基に問題

を見いだし、その内容を適切に表現することはできているが、見いだした問題を解決するまで

の表現を含んだ内容となっていることに課題があると考えられる。 

 

 

○ 【解答類型３】は、実験の結果を基に、<条件>の水、空気、温度の中から１つ選び、レタス

の種子が発芽するための条件について新たな【問題】を見いだし、その内容を表現している。

これは、てるみさんの「水、空気、温度のほか」の条件から新たな問題を見いだしたことに

矛盾している。このことから、差異点や共通点を基に問題を見いだし、その内容を適切に  

表現することに課題があると考えられる。 

 

 

○ 【解答類型４】は、実験の結果を基に、<条件>の水、空気、温度の中から１つ選び、レタス

の種子が発芽するための条件について新たな【問題】を見いだし、その内容を表現している。

これは、てるみさんの「水、空気、温度のほか」の条件から新たな問題を見いだしたことに

矛盾している。さらに、「調べよう」「やってみよう」などの表現を用い、疑問ではなく、問題

を解決するための手段や方法に言及していると考えられる。このことから、差異点や共通点を

基に問題を見いだし、その内容を適切に表現することに課題があると考えられる。 

 

  

○ 【解答類型５】は、<条件>の日光、肥料の中から１つ選んでいるが、まだ調べていない   

ことを事実とし、その原因を問う表現をしている。これは、てるみさんの気付きから見いだし

た新たな問題とはなっていない。このことから、差異点や共通点を基に問題を見いだし、  

その内容を適切に表現することに課題があると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

（例）レタスの種子に日光を当て、発芽するか試してみよう。 

（例）レタスの種子が発芽するために、水は必要なのだろうか。 

（例）レタスの種子を室温より温度を下げた場所に置いて、発芽するか調べよう。 

（例）レタスの種子の発芽に、日光が必要なのはなぜだろうか。 

○ 【解答類型６】は、<条件>の日光、肥料の中から１つ選んでいるが、疑問を示す趣旨での

表現となっていない。このことから、差異点や共通点を基に問題を見いだし、その内容を  

適切に表現することに課題があると考えられる。 

 

 

 

（参考） 

○関連する問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

令和４年 

１(5) 

育ち方と主な食べ物の二次元の表から気づいた

ことを基に、昆虫の食べ物に関する問題を見いだ

して選ぶ 

65.6％ pp.26-27 pp.33-34 

令和４年 

２(4) 

凍った水溶液について、試してみたいことを  

基に、見いだされた問題を書く 
39.4％ pp.37-41 pp.42-45 

 

  

（例）レタスの種子の発芽に、日光は必要だ。 
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３．本設問で取り扱った観察、実験など 

○条件を制御したヘチマの発芽に関する観察、実験 

★使用器具・材料について 

ヘチマの種子、プラスチックの入れ物、脱脂綿、段ボールの箱、水、冷蔵庫 

★観察、実験の方法 
① ヘチマの種子は、ホームセンター等で販売されているものを使用する。 
② プラスチックの入れ物に脱脂綿を敷き、ヘチマの種子を同じ間隔になるようにまく

（図１）。 
③ 「日光なし」の条件にする場合は、段ボールの箱の中に入れ、完全に遮光する（図２）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
              図１               図２ 

④ ヘチマは１～２週間で発芽するので、観察する時刻を決めて、毎日観察を行う。 

★留意事項 

① ヘチマの種子が発芽するのに１～２週間かかるため、条件が変化しないように環境

をコントロールする必要がある。 
② 「日光なし」の条件で発芽のようすを観察するときは、できるだけ光が当たらない

ように配慮しながら、短時間で観察するようにする。 

 

○条件を制御したレタスの発芽に関する観察、実験 

★使用器具・材料について 

   レタスの種子、プラスチックの入れ物、脱脂綿、段ボールの箱、水、冷蔵庫、肥料 

★観察、実験の方法 
① レタスの種子は、ホームセンター等で 
販売されているものを使用する（図３）。 

② 上の「条件を制御したヘチマの発芽に関する観察、 

実験」の方法で行う。 
 

 

 

★留意事項 

    ① レタスは、光発芽種子のため、光が当たると発芽する可能性が高い。そのため、   

「日光なし」の条件で行う場合は、暗所で作業する必要がある。 

図３ 
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理科４ 水について調べ、発表する（物質に関する問題） 

－49－



１．出題の趣旨 

本問題では、水をテーマに水の温まり方、温度によって水の状態が変化すること、オホーツ

ク海の氷と気温の変動との関係について、理科で学習した知識を基に概念的に理解しているか

どうかを問うための場面を設定した。

設問（1）は、水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだすために、調べる必要が

あることについて検討して表現することができるかを問うものである。ここでは、水の温まり方

について、予想を基に解決するための観察、実験の方法を発想し、表現することが求められる。

本設問にあるように、問題に対するまとめを導きだす際、解決の方法が適切であったかを検討

することが大切である。そのため、予想したことを確かめる方法になっているかを検討して改善

し、発想した解決の方法がその通りできていたか考えることの重要性を意識して授業を改善 

することが大切であると考えられる。 

設問（2）は、水の蒸発や結露について、温度によって水の状態が変化するという知識と関連

付け、適切に表現できるかどうかを問うものである。ここでは、水の蒸発や結露に関係する  

自然の事物・現象について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に  

理解することが求められる。そのため、自然の事物・現象と知識を関係付けたり、知識を相互に

関連付けたりして、理解を深めることの重要性について意識して授業を改善することが大切で 

あると考えられる。 

設問（3）は、オホーツク海の氷と気温の変動との関係を、「理科で学習したこと」に関連  

付けて、「学習したことをもとに考えたこと」について思考して表現できるかどうかを問うもの

水の温まり方について、解決の方法を発想しながら問題を解決できるか、水に関する  

知識を概念的に理解しているかどうかをみる。 
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である。ここでは、学習した内容や児童の生活体験などを基に根拠のある予想や仮説を発想して、

思考し判断することが求められる。そのため、習得した知識を他の学習や生活に関連付けて、

知識を身に付けることの重要性を意識して授業を改善することが大切であると考えられる。 

２．解説 

 設問（1） 

趣旨 

■学習指導要領における区分・内容

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー

(2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、

それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。

（ｲ）金属は熱せられた部分から順に温まるが、水や空気は熱せられた部分が移動して

全体が温まること。

■評価の観点

思考・判断・表現

■枠組み（視点）

検討・改善

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

４ （1） １ 水の温められた部分の温度に関する内容   で解答しているもの ◎ 

２ ビーカーの中の味噌の動きに関する内容   で解答しているもの 

３ 水や味噌の量に関する内容 で解答しているもの 

99 上記以外の解答 

０ 無解答 

水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだす際、解決するための観察、実験の  

方法が適切であったかを検討し、表現することができるかどうかをみる。 
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、実験で調べる必要があることについて、水の温められた部分の温度に

関する観察、実験が必要であると正しく捉えている。【結果】からは水の動きしか分からない

が、【問題に対するまとめ】では【結果】からは分からない水の温度について話をしているた

め、水の温度について調べる必要性を指摘している。このことから、【結果】に基づき正しい

【問題に対するまとめ】を導きだすことと、解決するための観察、実験の方法が適切で

あったかを検討して、表現することができていると考えられる。

○ 【解答類型２】は、実験で調べる必要があることについて、ビーカーの中の味噌の動きに

関する観察、実験が必要であると誤って捉えている。【問題に対するまとめ】では【結果】

からは分からない水の温度について話をしているが、水の温度ではなく、水の動きについて

調べる必要性があると指摘している。このことから、【結果】に基づき正しい【問題に対する

まとめ】を導きだし、解決するための観察、実験の方法が適切であったかを検討して、表現

することに課題があると考えられる。

○ 【解答類型３】は、実験で調べる必要があることについて、水や味噌の量に関する観察、

実験が必要であると誤って捉えている。【問題に対するまとめ】では【結果】からは分から

ない水の温度について話をしているが、水の温度ではなく、水や味噌の量について調べる

必要性があると指摘している。このことから、【結果】に基づき正しい【問題に対するまとめ】

を導きだし、解決するための観察、実験の方法が適切であったかを検討して、表現すること

に課題があると考えられる。

（例）水の上の部分の温度 

（例）水の中の味噌
み そ

の動き 

（例）水の中の味噌
み そ

の量 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、実験で調べる必要があることについて、水の温められた部分の温度に

関する観察、実験が必要であると正しく捉えている。【結果】からは水の動きしか分からない

が、【問題に対するまとめ】では【結果】からは分からない水の温度について話をしているた

め、水の温度について調べる必要性を指摘している。このことから、【結果】に基づき正しい

【問題に対するまとめ】を導きだすことと、解決するための観察、実験の方法が適切で   

あったかを検討して、表現することができていると考えられる。 

 

 

○ 【解答類型２】は、実験で調べる必要があることについて、ビーカーの中の味噌の動きに

関する観察、実験が必要であると誤って捉えている。【問題に対するまとめ】では【結果】   

からは分からない水の温度について話をしているが、水の温度ではなく、水の動きについて

調べる必要性があると指摘している。このことから、【結果】に基づき正しい【問題に対する

まとめ】を導きだし、解決するための観察、実験の方法が適切であったかを検討して、表現

することに課題があると考えられる。 

 

 

○ 【解答類型３】は、実験で調べる必要があることについて、水や味噌の量に関する観察、

実験が必要であると誤って捉えている。【問題に対するまとめ】では【結果】からは分から  

ない水の温度について話をしているが、水の温度ではなく、水や味噌の量について調べる  

必要性があると指摘している。このことから、【結果】に基づき正しい【問題に対するまとめ】

を導きだし、解決するための観察、実験の方法が適切であったかを検討して、表現すること

に課題があると考えられる。 

 

 

 

  

（例）水の上の部分の温度 

（例）水の中の味噌
み そ

の動き 

（例）水の中の味噌
み そ

の量 

 設問（2）イ・ウ  

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 

   (2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、  

それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが 

できるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｳ）水は、温度によって水蒸気や氷に変わること。また、水が氷になると体積が増える

こと。 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (4) 天気や自然界の水の様子について、気温や水の行方に着目して、それらと天気の様子

や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｲ）水は、水面や地面などから蒸発し、水蒸気になって空気中に含まれていくこと。

また、空気中の水蒸気は、結露して再び水になって現れることがあること。 
 

■評価の観点 

知識・技能 

 

■枠組み（視点） 

知識 

  

水の蒸発について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に理解 

しているかどうかをみる。 
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解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

４ （2） 

イ・ウ 

１  （イ） １  （ウ） ４   と解答しているもの ◎ 

２  （イ） １  （ウ） ５   と解答しているもの  

３  （イ） １  （ウ） ６   と解答しているもの  

４  （イ） ２  （ウ） ４   と解答しているもの  

５ （イ） ２  （ウ） ５   と解答しているもの  

６ （イ） ２  （ウ） ６   と解答しているもの  

７ （イ） ３  （ウ） ４   と解答しているもの  

８ （イ） ３  （ウ） ５   と解答しているもの  

９ （イ） ３  （ウ） ６   と解答しているもの  

99  上記以外の解答  

０  無解答  

 

■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、液体の水である湯気が目に見えない気体の水蒸気に変化していると  

正しく捉えている。その際、液体の水が室温で蒸発して水蒸気に変化していることも捉えて

いる。このため、「湯気は蒸発して、水蒸気になっている」ことを示す１、４を選択している。

このことから、ＢからＣの様子の変化について、温度によって水の状態が変化するという  

知識を基に概念的に理解していると考えられる。 

 

○ 【解答類型２、３】は、ＢからＣの様子の変化について、湯気が室温で蒸発したと誤って

捉えている。さらに、Ｃでは目に見えない様子になっているが、液体の水や氷に変化して  

いると誤って捉えている。このため、「湯気は蒸発して、液体の水、あるいは氷になっている」

ことを示す１、５または１、６を選択している。このことから、ＢからＣの様子の変化に   

ついて、温度によって水の状態が変化するという知識を基に概念的に理解することに課題が

あると考えられる。 

 

〇 【解答類型４】は、液体の水である湯気が沸騰して、水蒸気に変化していると誤って捉え

ている。しかし、ＢからＣに至る過程において湯気を沸騰させる要因がないことに気付いて

いないと考えられる。このため、「湯気は沸騰して、水蒸気になっている」ことを示す２、４

を選択している。このことから、ＢからＣの様子の変化について、温度によって水の状態が

変化するという知識を基に概念的に理解することに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型５、６】は、ＢからＣの様子の変化について湯気が沸騰し、液体の水や氷に   

変化していると誤って捉えている。しかし、ＢからＣに至る過程において湯気を沸騰させる

要因がないことに気付いていないと考えられる。このため、「湯気は沸騰して、液体の水、  

あるいは氷になっている」ことを示す２、５または２、６を選択している。このことから、

ＢからＣの様子の変化について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に概念的

に理解することに課題があると考えられる。 
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解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

４ （2） 

イ・ウ 

１  （イ） １  （ウ） ４   と解答しているもの ◎ 

２  （イ） １  （ウ） ５   と解答しているもの  

３  （イ） １  （ウ） ６   と解答しているもの  

４  （イ） ２  （ウ） ４   と解答しているもの  

５ （イ） ２  （ウ） ５   と解答しているもの  

６ （イ） ２  （ウ） ６   と解答しているもの  

７ （イ） ３  （ウ） ４   と解答しているもの  

８ （イ） ３  （ウ） ５   と解答しているもの  

９ （イ） ３  （ウ） ６   と解答しているもの  

99  上記以外の解答  

０  無解答  

 

■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、液体の水である湯気が目に見えない気体の水蒸気に変化していると  

正しく捉えている。その際、液体の水が室温で蒸発して水蒸気に変化していることも捉えて

いる。このため、「湯気は蒸発して、水蒸気になっている」ことを示す１、４を選択している。

このことから、ＢからＣの様子の変化について、温度によって水の状態が変化するという  

知識を基に概念的に理解していると考えられる。 

 

○ 【解答類型２、３】は、ＢからＣの様子の変化について、湯気が室温で蒸発したと誤って

捉えている。さらに、Ｃでは目に見えない様子になっているが、液体の水や氷に変化して  

いると誤って捉えている。このため、「湯気は蒸発して、液体の水、あるいは氷になっている」

ことを示す１、５または１、６を選択している。このことから、ＢからＣの様子の変化に   

ついて、温度によって水の状態が変化するという知識を基に概念的に理解することに課題が

あると考えられる。 

 

〇 【解答類型４】は、液体の水である湯気が沸騰して、水蒸気に変化していると誤って捉え

ている。しかし、ＢからＣに至る過程において湯気を沸騰させる要因がないことに気付いて

いないと考えられる。このため、「湯気は沸騰して、水蒸気になっている」ことを示す２、４

を選択している。このことから、ＢからＣの様子の変化について、温度によって水の状態が

変化するという知識を基に概念的に理解することに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型５、６】は、ＢからＣの様子の変化について湯気が沸騰し、液体の水や氷に   

変化していると誤って捉えている。しかし、ＢからＣに至る過程において湯気を沸騰させる

要因がないことに気付いていないと考えられる。このため、「湯気は沸騰して、液体の水、  

あるいは氷になっている」ことを示す２、５または２、６を選択している。このことから、

ＢからＣの様子の変化について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に概念的

に理解することに課題があると考えられる。 

 

  

○ 【解答類型７】は、液体の水である湯気が温められて、水蒸気に変化していると誤って   

捉えている。しかし、ＢからＣに至る過程において湯気を温める要因がないことに気付いて

いないと考えられる。このため、「湯気は温められて、水蒸気になっている」ことを示す   

３、４を選択している。このことから、ＢからＣの様子の変化について、温度によって水の

状態が変化するという知識を基に概念的に理解することに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型８、９】は、ＢからＣの様子の変化について湯気が温められ、液体の水や氷に

変化していると誤って捉えている。しかし、ＢからＣに至る過程において湯気を温める要因

がないことに気付いていないと考えられる。このため、「湯気は温められて、液体の水、あるいは

氷になっている」ことを示す３、５または３、６を選択している。このことから、ＢからＣ

の様子の変化について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に概念的に理解 

することに課題があると考えられる。 
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 設問（2）エ・オ  

趣旨 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 

   (2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、  

それと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが 

できるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｳ）水は、温度によって水蒸気や氷に変わること。また、水が氷になると体積が増えること。 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (4) 天気や自然界の水の様子について、気温や水の行方に着目して、それらと天気の様子

や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｲ）水は、水面や地面などから蒸発し、水蒸気になって空気中に含まれていくこと。

また、空気中の水蒸気は、結露して再び水になって現れることがあること。 
 

■評価の観点 

知識・技能 

 

■枠組み（視点） 

知識 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

４ （2） 

エ・オ 

１  （エ） ７  （オ） 10    と解答しているもの  

２  （エ） ７  （オ） 11    と解答しているもの  

３  （エ） ７  （オ） 12    と解答しているもの  

４  （エ） ８  （オ） 10    と解答しているもの  

５ （エ） ８  （オ） 11    と解答しているもの  

６ （エ） ８  （オ） 12    と解答しているもの  

７ （エ） ９  （オ） 10    と解答しているもの  

８ （エ） ９  （オ） 11    と解答しているもの ◎ 

９ （エ） ９  （オ） 12    と解答しているもの  

99  上記以外の解答  

０  無解答  

水の結露について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に理解 

しているかどうかをみる。 
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 設問（2）エ・オ  

趣旨 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 

   (2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、  

それと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが 

できるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｳ）水は、温度によって水蒸気や氷に変わること。また、水が氷になると体積が増えること。 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (4) 天気や自然界の水の様子について、気温や水の行方に着目して、それらと天気の様子

や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｲ）水は、水面や地面などから蒸発し、水蒸気になって空気中に含まれていくこと。

また、空気中の水蒸気は、結露して再び水になって現れることがあること。 
 

■評価の観点 

知識・技能 

 

■枠組み（視点） 

知識 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

４ （2） 

エ・オ 

１  （エ） ７  （オ） 10    と解答しているもの  

２  （エ） ７  （オ） 11    と解答しているもの  

３  （エ） ７  （オ） 12    と解答しているもの  

４  （エ） ８  （オ） 10    と解答しているもの  

５ （エ） ８  （オ） 11    と解答しているもの  

６ （エ） ８  （オ） 12    と解答しているもの  

７ （エ） ９  （オ） 10    と解答しているもの  

８ （エ） ９  （オ） 11    と解答しているもの ◎ 

９ （エ） ９  （オ） 12    と解答しているもの  

99  上記以外の解答  

０  無解答  

水の結露について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に理解 

しているかどうかをみる。 

■解答類型について 

○ 【解答類型１、３】は、ＣからＤの様子の変化について、水蒸気が蒸発し、水蒸気や氷に変化

していると誤って捉え、Ｄにおいて水と氷の入ったコップで冷やされていることに気付いて

いないと考えられる。このため、「水蒸気が蒸発して、水蒸気あるいは氷になっている」こと

を示す７、10または７、12を選択している。このことから、ＣからＤの様子の変化について、

温度によって水の状態が変化するという知識を基に概念的に理解することに課題があると

考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、ＣからＤの様子の変化について、水蒸気が液体の水に変化したと捉えて

いる。しかし、水蒸気が蒸発したと誤って捉え、Ｄにおいて水と氷の入ったコップで冷や  

されていることに気付いていないと考えられる。このため、「水蒸気が蒸発して、液体の水に

なっている」ことを示す７、11 を選択している。このことから、ＣからＤの様子の変化に   

ついて、温度によって水の状態が変化するという知識を基に概念的に理解することに課題が

あると考えられる。 

 

○ 【解答類型４、６】は、ＣからＤの様子の変化について、水蒸気が温められて、水蒸気や氷に変化

していると誤って捉え、Ｄにおいて水と氷の入ったコップで冷やされていることに気付いて

いないと考えられる。このため、「水蒸気が温められて、水蒸気あるいは氷になっている」こと

を示す８、10または８、12を選択している。このことから、ＣからＤの様子の変化について、

温度によって水の状態が変化するという知識を基に概念的に理解することに課題があると

考えられる。 

 

○ 【解答類型５】は、ＣからＤの様子の変化について、水蒸気が液体の水に変化したと捉えて

いる。しかし、水蒸気が温められたと誤って捉え、Ｄにおいて水と氷の入ったコップで冷や

されていることに気付いていないと考えられる。このため、「水蒸気が温められて、液体の水

になっている」ことを示す８、11 を選択している。このことから、ＣからＤの様子の変化に  

ついて、温度によって水の状態が変化するという知識を基に概念的に理解することに課題が

あると考えられる。 

 

○ 【解答類型７、９】は、ＣからＤの様子の変化について水蒸気が冷やされ、水蒸気や氷に

変化していると誤って捉えている。このため、「水蒸気は冷やされ、水蒸気あるいは氷になって

いる」ことを示す９、10または９、12を選択している。このことから、ＣからＤの様子の変化

について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に概念的に理解することに課題

があると考えられる。 

 

○ 【解答類型８】は、水蒸気が氷と水の入ったコップに冷やされ液体の水に変化していると

正しく捉えている。このため、「水蒸気が冷やされ、液体の水になっている」ことを示す９、11

を選択している。このことから、ＣからＤの様子の変化について、温度によって水の状態が

変化するという知識を基に概念的に理解していると考えられる。 
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（参考） 

○関連する問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 24年 

３(5) 
水の状態変化の説明として、当てはまる言葉を書く 

(オ)62.3％ 

(カ)42.7％ 

(キ)43.9％ 

pp.50-52 pp.338-343 

平成 27年 

３(1) 
水蒸気の状態の説明として当てはまるものを選ぶ 82.0％ pp.39-41 pp.46-47 

平成 27年 

４(5) 
水が水蒸気になる現象について、その名称を書く 58.7％ pp.62-63 pp.69-70 

令和４年 

４(4) 

鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は、何が変化した

ものかを書く 
62.2％ pp.65-68 pp.71-73 
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（参考） 

○関連する問題 

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書 

平成 24年 

３(5) 
水の状態変化の説明として、当てはまる言葉を書く 

(オ)62.3％ 

(カ)42.7％ 

(キ)43.9％ 

pp.50-52 pp.338-343 

平成 27年 

３(1) 
水蒸気の状態の説明として当てはまるものを選ぶ 82.0％ pp.39-41 pp.46-47 

平成 27年 

４(5) 
水が水蒸気になる現象について、その名称を書く 58.7％ pp.62-63 pp.69-70 

令和４年 

４(4) 

鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は、何が変化した

ものかを書く 
62.2％ pp.65-68 pp.71-73 

 

  

 設問（3）カ  

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
   (2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、  

それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｳ）水は、温度によって水蒸気や氷に変わること。また、水が氷になると体積が増える

こと。 

 

■評価の観点 

思考・判断・表現 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

４ （3） 

カ 

１  １  と解答しているもの  

２  ２  と解答しているもの ◎ 

３  ３  と解答しているもの  

４  ４  と解答しているもの  

99  上記以外の解答  

０  無解答  

 

  

水が氷に変わる温度を根拠に、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想し、表現

することができるかどうかをみる。 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、学習したこと「水は、冷えると０℃で氷に変わる」を根拠に、海にある

氷の面積が減少したことの理由として、「海水は、温まると水と同じように体積が増える」と

誤って捉えている。海にある氷の面積が減少したことについて、「温まる」という記述に影響

され、学習したことをもとに考えたことについて「海水は、温まると水と同じように体積が

増える」としている。このことから、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想し、   

表現することに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、学習したこと「水は、冷えると０℃で氷に変わる」を根拠に、海にある

氷の面積が減少したことの理由として、「海の氷は、平均気温が高くなるとできにくくなる」

と正しく捉えている。このことから、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想し、  

表現することができていると考えられる。 

 

○ 【解答類型３】は、学習したこと「水は、冷えると０℃で氷に変わる」を根拠に、海にある

氷の面積が減少したことの理由として、「水は高い場所から低い場所へ流れる」と誤って捉え

ている。「海は陸より低いところにある」という知識と「温度が下がると水は氷に変わる」こと

を関連付けることで、学習したことをもとに考えたことについて「水は高い場所から低い場所

へ流れる」としている。このことから、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想し、

表現することに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、学習したこと「水は、冷えると０℃で氷に変わる」を根拠に、海にある

氷の面積が減少したことの理由として、「水は、氷になるとき体積が増える」と誤って捉えて

いる。温度が下がると氷ができることと、「氷になるとき体積が増える」ことを関連付けて  

思考していると考えられる。このことから、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想

し、表現することに課題があると考えられる。 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、学習したこと「水は、冷えると０℃で氷に変わる」を根拠に、海にある

氷の面積が減少したことの理由として、「海水は、温まると水と同じように体積が増える」と

誤って捉えている。海にある氷の面積が減少したことについて、「温まる」という記述に影響

され、学習したことをもとに考えたことについて「海水は、温まると水と同じように体積が

増える」としている。このことから、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想し、   

表現することに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、学習したこと「水は、冷えると０℃で氷に変わる」を根拠に、海にある

氷の面積が減少したことの理由として、「海の氷は、平均気温が高くなるとできにくくなる」

と正しく捉えている。このことから、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想し、  

表現することができていると考えられる。 

 

○ 【解答類型３】は、学習したこと「水は、冷えると０℃で氷に変わる」を根拠に、海にある

氷の面積が減少したことの理由として、「水は高い場所から低い場所へ流れる」と誤って捉え

ている。「海は陸より低いところにある」という知識と「温度が下がると水は氷に変わる」こと

を関連付けることで、学習したことをもとに考えたことについて「水は高い場所から低い場所

へ流れる」としている。このことから、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想し、

表現することに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、学習したこと「水は、冷えると０℃で氷に変わる」を根拠に、海にある

氷の面積が減少したことの理由として、「水は、氷になるとき体積が増える」と誤って捉えて

いる。温度が下がると氷ができることと、「氷になるとき体積が増える」ことを関連付けて  

思考していると考えられる。このことから、オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予想

し、表現することに課題があると考えられる。 

 

  

 設問（3）キ  

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ｂ 生命・地球 
   (3) 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

（ｱ）水は、高い場所から低い場所へと流れて集まること。 

 

■評価の観点 

知識・技能 

 

■枠組み（視点） 

知識 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

４ （3） 

キ 

１  １  と解答しているもの  

２  ２  と解答しているもの  

３  ３  と解答しているもの ◎ 

４  ４  と解答しているもの  

99  上記以外の解答  

０  無解答  

 

  

氷がとけてできた水が海に流れていくことの根拠について、理科で学習したことと関連

付けて、知識を概念的に理解しているかどうかをみる。 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、学習したことをもとに考えたこと「氷がとけてできた水は海に流れて

いく」の根拠として、「海水は、温まると水と同じように体積が増える」としている。水の   

温度による体積の変化と関連付けることで、体積が増えた結果、水が海に流れ込んだと誤って

捉えている。このことから、氷がとけてできた水が海に流れていくことの根拠について、理科

で学習した知識を基に概念的に理解することに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、学習したことをもとに考えたこと「氷がとけてできた水は海に流れて

いく」の根拠として、「海の氷は、平均気温が高くなるとできにくくなる」としている。水が

海に流れていく根拠ではなく、さらにその前段の気温が高くなると陸にある雪や氷がたくさん

とけることと誤って関連付けている。このことから、氷がとけてできた水が海に流れていく

ことの根拠について、理科で学習した知識を基に概念的に理解することに課題があると考えら

れる。 

 

○ 【解答類型３】は、学習したことをもとに考えたこと「氷がとけてできた水は海に流れて

いく」の根拠として、「水は、高い場所から低い場所へ流れる」としている。このことから、

氷がとけてできた水が海に流れていくことの根拠について、理科で学習した知識を基に概念

的に理解することができていると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、学習したことをもとに考えたこと「氷がとけてできた水は海に流れて

いく」の根拠として、「水は、氷になるとき体積が増える」としている。水が海に流れていく

根拠を、水は氷になると体積が増えることと誤って関連付けている。このことから、氷が  

とけてできた水が海に流れていくことの根拠について、理科で学習した知識を基に概念的に

理解することに課題があると考えられる。 
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■解答類型について 

○ 【解答類型１】は、学習したことをもとに考えたこと「氷がとけてできた水は海に流れて

いく」の根拠として、「海水は、温まると水と同じように体積が増える」としている。水の   

温度による体積の変化と関連付けることで、体積が増えた結果、水が海に流れ込んだと誤って

捉えている。このことから、氷がとけてできた水が海に流れていくことの根拠について、理科

で学習した知識を基に概念的に理解することに課題があると考えられる。 

 

○ 【解答類型２】は、学習したことをもとに考えたこと「氷がとけてできた水は海に流れて

いく」の根拠として、「海の氷は、平均気温が高くなるとできにくくなる」としている。水が

海に流れていく根拠ではなく、さらにその前段の気温が高くなると陸にある雪や氷がたくさん

とけることと誤って関連付けている。このことから、氷がとけてできた水が海に流れていく

ことの根拠について、理科で学習した知識を基に概念的に理解することに課題があると考えら

れる。 

 

○ 【解答類型３】は、学習したことをもとに考えたこと「氷がとけてできた水は海に流れて

いく」の根拠として、「水は、高い場所から低い場所へ流れる」としている。このことから、

氷がとけてできた水が海に流れていくことの根拠について、理科で学習した知識を基に概念

的に理解することができていると考えられる。 

 

○ 【解答類型４】は、学習したことをもとに考えたこと「氷がとけてできた水は海に流れて

いく」の根拠として、「水は、氷になるとき体積が増える」としている。水が海に流れていく

根拠を、水は氷になると体積が増えることと誤って関連付けている。このことから、氷が  

とけてできた水が海に流れていくことの根拠について、理科で学習した知識を基に概念的に

理解することに課題があると考えられる。 

 

  

 設問（3）ク  

趣旨 

 

 

■学習指導要領における区分・内容 

〔第４学年〕 Ａ 物質・エネルギー 
   (2) 金属、水及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり方に着目して、  

それらと温度の変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 
（ｱ）金属、水及び空気は、温めたり冷やしたりすると、それらの体積が変わるが、 

その程度には違いがあること。 

 

■評価の観点 

思考・判断・表現 

 

■枠組み（視点） 

構想 

 

解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

４ （3） 

ク 

１  １  と解答しているもの ◎ 

２  ２  と解答しているもの  

３  ３  と解答しているもの  

４  ４  と解答しているもの  

99  上記以外の解答  

０  無解答  

 

  

「水は温まると体積が増える」を根拠に、海面水位の上昇した理由を予想し、表現する

ことができるかどうかをみる。 
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■解答類型について

○ 【解答類型１】は、学習したこと「水は、温まると体積が増える」を根拠に、海面水位が

上昇したことの理由として、「海水は、温まると水と同じように体積が増える」と正しく捉え

ている。このことから、海水の温度が上昇するのに伴い海面水位が上昇することの理由を

予想し、表現することができていると考えられる。

○ 【解答類型２】は、学習したこと「水は、温まると体積が増える」を根拠に、海面水位が

上昇することの理由として、「海の氷は、平均気温が高くなるとできにくくなる」と誤って捉え

ている。海面水位が上昇することの要因として、「氷ができにくくなる」ことは関係しない。

このことから、海水の温度が上昇するのに伴い海面水位が上昇することの理由を予想し、表現

することに課題があると考えられる。

○ 【解答類型３】は、学習したこと「水は、温まると体積が増える」を根拠に、海面水位が上昇

することの理由として、「水は、高い場所から低い場所へと流れる」と誤って捉えている。

海面水位が上昇することの要因として、「水は、高い場所から低い場所へと流れる」ことは

関係しない。このことから、海水の温度が上昇するのに伴い海面水位が上昇することの理由を

予想し、表現することに課題があると考えられる。

○ 【解答類型４】は、学習したこと「水は、温まると体積が増える」を根拠に、海面水位が上昇

することの理由として、「水は、氷になるとき体積が増える」と誤って捉えている。海面水位

が上昇することの要因として、「水は、氷になるとき体積が増える」ことは関係しない。この

ことから、海水の温度が上昇するのに伴い海面水位が上昇することの理由を予想し、表現

することに課題があると考えられる。

３．本設問で取り扱った観察、実験など 

○水の温まり方を調べるための観察、実験

★使用器具・材料について

実験用ガスコンロ、ビーカー、水、味噌、保護メガネ 

★観察、実験の方法

① 図１のように配置する。

図１ 

② 味噌をお湯でとかした後、室温に放置して冷ましておく。

加える味噌の量については、予備実験で確認しておくことが必要である。

③ 実験用ガスコンロに火をつけ、加熱をする。

④ 味噌の動きを確かめることができたら、火を消す。
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★留意事項

① 水を入れたビーカーを加熱する際には、入れる水の量はビーカーの容量の３分の２

を超えないようにすること。

② 水を加熱する際、突沸することもあるので、弱火～中火でゆっくり加熱することが

大切である。

③ 図２のように保護メガネをかけて観察、実験することは大切である。また、突沸

する可能性があるため、様子を観察する際にはビーカーの上から観察してはいけない。 

④ 教科書等の燃えやすいものを机上から片付け、整理された環境で行うことが大切である。 

⑤ 加熱中、加熱部分を直接触れないように児童に留意点を説明した上で、実験を行う

ことが大切である。

また、火を消した後も、十分に冷えたことを確認した上で後片付け等をすることが

大切である。 

⑥ 火傷をした場合は、ただちに冷たい流水で火傷をした患部を冷やすこと（図３）。

その後、ただちに医療機関等で処置を受けることが大切である。

 図２   図３

⑦ 水の温まり方を観察する際には、温度計を観察、実験の目的に合わせて配置する

ことが大切である。温度変化で色が変わる色素を使えば温度計は不要である。

４．出典等 

本設問（3）については、気象庁『気候変動監視レポート 2023』（令和 6年 3月）のデータを

参考にした。 
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Ⅳ 解 答 用 紙（ 正 答 ( 例 ) )
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※ 各設問の正答の条件、他の解答例などについては、「Ⅲ 調査問題の解説」の「解答類型」 

等に記載していますので、学習指導の改善等に当たってはそちらも御参照ください。 
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※ 各設問の正答の条件、他の解答例などについては、「Ⅲ 調査問題の解説」の「解答類型」 

等に記載していますので、学習指導の改善等に当たってはそちらも御参照ください。 
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※ 各設問の正答の条件、他の解答例などについては、「Ⅲ 調査問題の解説」の「解答類型」 

等に記載していますので、学習指導の改善等に当たってはそちらも御参照ください。 

Ⅴ 点 字 問 題 （抜 粋） 
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点字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し、児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように、例えば、次のような配慮を行っている。 

（１）  問題文などの記述及びレイアウト等について 

必要に応じて、文章や図表等の記述を変更したり、提示する順序を入れ替えたり、

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２）  図やグラフの提示の仕方について 

提示する情報の精選を行った上で、表に置換したり、必要かつ可能なものは点図

（点を用いて示した図）で示したりするなど、提示方法の変更・調整を行う。 

（３）  出題形式の変更及び代替問題について 

 児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し、通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については、出題の趣旨等を踏まえた上で、

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

なお、上記のような配慮に伴い、解答類型の調整等を行った問題については、p.77-80 に

問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 
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点字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し、児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように、例えば、次のような配慮を行っている。 

（１）  問題文などの記述及びレイアウト等について 

必要に応じて、文章や図表等の記述を変更したり、提示する順序を入れ替えたり、

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２）  図やグラフの提示の仕方について 

提示する情報の精選を行った上で、表に置換したり、必要かつ可能なものは点図

（点を用いて示した図）で示したりするなど、提示方法の変更・調整を行う。 

（３）  出題形式の変更及び代替問題について 

 児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し、通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については、出題の趣旨等を踏まえた上で、

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

なお、上記のような配慮に伴い、解答類型の調整等を行った問題については、p.77-80 に

問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

点字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し、児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように、例えば、次のような配慮を行っている。 

（１）  問題文などの記述及びレイアウト等について 

必要に応じて、文章や図表等の記述を変更したり、提示する順序を入れ替えたり、

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２）  図やグラフの提示の仕方について 

提示する情報の精選を行った上で、表に置換したり、必要かつ可能なものは点図

（点を用いて示した図）で示したりするなど、提示方法の変更・調整を行う。 

（３）  出題形式の変更及び代替問題について 

児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し、通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については、出題の趣旨等を踏まえた上で、

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

なお、上記のような配慮に伴い、解答類型の調整等を行った問題については、p.77-80 に

問題及び解答類型（点字問題用）を示している。 

＜点字問題における具体的な配慮例＞

【通常問題】  ２ 

【点字問題】  ２ 

本問では、主に次のような配慮を行った。 

○ 通常問題では、電気の性質を利用したフェンシングのおもちゃを作るという場面

が設定されている。しかし、点字を使って学習する児童にとっては、フェンシング

という競技自体に馴染みが薄いため、場面の理解に時間がかかる可能性が高く、限

られた解答時間では負担が大きい。そのため、場面設定や図の見せ方を簡略化する

など、適宜工夫した。 
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＜点字問題（墨点字版）＞        ＜点字問題（活字版）＞ 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2_2 

2_3 

2_1 
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＜点字問題（墨点字版）＞        ＜点字問題（活字版）＞ 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2_2 

2_3 

2_1 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2_4 

2_5 

2_6 

2_7 
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＜点字問題における具体的な配慮例＞ 

【通常問題】  ３ (１) (２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【点字問題】  ３ １．２． 

本問では、主に次のような配慮を行った。 

１） ヘチマの花の図については、提示する情報を精選し、簡略化したヘチマの触図

を掲載した。 

２） 通常問題では、図を見て、ヘチマの花粉を適切に観察するための顕微鏡の操作

方法を問うている。点字を使って学習する児童は、顕微鏡の使い方を学習するが、

実際に顕微鏡をのぞき込みながら、ピントを合わせたり、像を真ん中に移動させ

たりすることはない。そこで、実際に視覚特別支援学校で行われている指導に合

わせて、問題を適宜変更した。 
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＜点字問題における具体的な配慮例＞ 

【通常問題】  ３ (１) (２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【点字問題】  ３ １．２． 

本問では、主に次のような配慮を行った。 

１） ヘチマの花の図については、提示する情報を精選し、簡略化したヘチマの触図

を掲載した。 

２） 通常問題では、図を見て、ヘチマの花粉を適切に観察するための顕微鏡の操作

方法を問うている。点字を使って学習する児童は、顕微鏡の使い方を学習するが、

実際に顕微鏡をのぞき込みながら、ピントを合わせたり、像を真ん中に移動させ

たりすることはない。そこで、実際に視覚特別支援学校で行われている指導に合

わせて、問題を適宜変更した。 

  

＜点字問題（墨点字版）＞        ＜点字問題（活字版）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3_2 

 

3_3 

3_1 
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3_4 

3_5 
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3_4 

3_5 

 

＜点字問題において解答類型の変更、調整等を行った問題＞ 

【点字問題】  ２ ４． 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

問題番号 解  答  類  型 正答 

２ ４． 1 （１）と解答しているもの ◎ 

２ （２）と解答しているもの  

３ （３）と解答しているもの  

４ －（該当なし）  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  
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【点字問題】  ３ ２．（１）（２） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

問題番号 解 答 類 型 正答 

３ ２． 

（１） 

（２） 

１  （１）顕微鏡、  （２）ウ   と解答しているもの ◎ 

２ （１）顕微鏡、   （２）ウ以外 と解答しているもの  

３ （１）顕微鏡以外、（２）ウ   と解答しているもの  

４ －（該当なし）  

99  上記以外の解答 
 

０  無解答 
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【点字問題】  ３ ２．（１）（２） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

問題番号 解 答 類 型 正答 

３ ２． 

（１） 

（２） 

１  （１）顕微鏡、  （２）ウ   と解答しているもの ◎ 

２ （１）顕微鏡、   （２）ウ以外 と解答しているもの  

３ （１）顕微鏡以外、（２）ウ   と解答しているもの  

４ －（該当なし）  

99  上記以外の解答 
 

０  無解答 
 

【点字問題】  ３ ３． 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

問題番号 解 答 類 型 正答 

３ ３. １ Ａ、Ｂ（順不同）と解答しているもの ◎ 

２ Ａ、Ｃ（順不同）と解答しているもの 
 

３ －（該当なし） 
 

４ Ｂ、Ｃ（順不同）と解答しているもの  

５ －（該当なし）  

６ －（該当なし）  

７ Ａ、Ａ Ｂ、Ｂ Ｃ、Ｃ のいずれかを解答しているもの  

99  上記以外の解答 
 

０  無解答 
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【点字問題】  ４ １． 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題番号 解 答 類 型 正答 

４ １． 

 

１ 時間 を示す趣旨で解答しているもの ◎ 

２ －（該当なし） 
 

３ －（該当なし） 
 

99  上記以外の解答   

０  無解答   
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【点字問題】  ４ １． 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題番号 解 答 類 型 正答 

４ １． 

 

１ 時間 を示す趣旨で解答しているもの ◎ 

２ －（該当なし） 
 

３ －（該当なし） 
 

99  上記以外の解答   

０  無解答   

 

Ⅵ 拡 大 文 字 問 題 （抜 粋）

－81－



 拡大文字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、弱視児童生徒の見

え方に伴う負担等を軽減するため、通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大きさ

に拡大するとともに、以下のような配慮を行っている。 

（１） 原則として文字の大きさを 22ポイントとし、UD デジタル教科書体とする。 

（２） 十分な字間及び行間等に設定する。 

（３） 必要に応じて、拡大率やレイアウト等を変更する。 

 

＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 
 

【通常問題】 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 

１） 赤玉土のようすを捉えやすくするために、写真を拡大した。  

２） 視線の移動に負担がかからないように、赤玉土のようすとつぶの大きさで分けた赤玉

土を横置きから、縦置きに変更した。 
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 拡大文字問題は、通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし、弱視児童生徒の見

え方に伴う負担等を軽減するため、通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大きさ

に拡大するとともに、以下のような配慮を行っている。 

（１） 原則として文字の大きさを 22ポイントとし、UD デジタル教科書体とする。 

（２） 十分な字間及び行間等に設定する。 

（３） 必要に応じて、拡大率やレイアウト等を変更する。 

 

＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 
 

【通常問題】 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 

１） 赤玉土のようすを捉えやすくするために、写真を拡大した。  

２） 視線の移動に負担がかからないように、赤玉土のようすとつぶの大きさで分けた赤玉

土を横置きから、縦置きに変更した。 

 

 

 

 

 

 

【拡大文字問題（抜粋）】 ４（３）（実寸大サイズ）
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【通常問題】 ３（２）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３（２）では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 

１） 1ページあたりの情報量が多いため、情報のまとまりごとに区切って提示した。 

２） 【方法①】と【方法②】の部分では、情報の捉えやすさを考慮して、中央に線を入れ、

左右の対比がより明確になるよう配置した。 
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【通常問題】 ３（２）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３（２）では、以下のような配慮を行い、次のページのように変更・調整した。 

１） 1ページあたりの情報量が多いため、情報のまとまりごとに区切って提示した。 

２） 【方法①】と【方法②】の部分では、情報の捉えやすさを考慮して、中央に線を入れ、

左右の対比がより明確になるよう配置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【拡大文字問題（抜粋）】 ３（２）  
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